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２月１日号
No.１１０５

２市民税・府民税申告の出張受付

保存版これまでの半世紀を回顧

３「不燃の小物」で排出できるもの

６・７ ＣＳＲ経営表彰受賞事業所決まる

もくじ

昭和４２年２月１日に布施市・河内市・枚岡
市の三市合併により誕生した東大阪市は、今
年、市制施行５０周年という大きな節目を迎え
ました。
※綴込みの保存版で「５０年のあゆみ」や、

ゆかりのある方へのインタビューなどを掲載。

２月１日、
東大阪市は
�５０歳�に

東大阪市は今年、市制施行５０周年

という大きな節目を迎えました。

本市は、何でもつくれる「モノづくりのまち」と

して、また“聖地”花園を有する「ラグビーのまち」

として全国に知られています。

２年後のラグビーワールドカップ２０１９日本大会で

は、花園に国内外から多数のお客様を迎え入れるこ

とになり、本市のさらなる発展の大きなチャンスに

なると考えており、市役所一丸となって取組みを進

めてまいります。

これまで半世紀にわたって歩んできた東大阪の歴

史と現在の東大阪をつくりあげた先人たちへ深い敬

意と謝意を表しますとともに、本年を契機に市民の

皆さまとより強固なスクラムを組んでこれからの東

大阪の輝かしい未来を築くため、今後とも一層のご支

援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

２
月
１
日

東大阪アリーナで
記念式典

市制施行５０周年を記念して、表彰式典と関西フィルハーモニー管弦楽団のコン
サートを行います。 ※手話通訳あり。 �時２月１日�１０時～１３時（受付は９時１５分
から） �所東大阪アリーナ �問秘書室 ０６（４３０９）３１００、�０６（４３０９）３８４７

東大阪市長 野田義和
５０周年を迎えて

記
号
の
見
方
は
９
面
に
掲
載



市
民
税
・
府
民
税
の
申

告
時
期
（
２
月
上
旬
〜
３

月
中
旬
）
に
市
内
７
か
所

の
市
民
プ
ラ
ザ
で
出
張
受

付
を
行
い
ま
す
。
事
前
受

付
を
含
め
た
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�所
�時
▽
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
（
日
下
）
�
２
月
１７
日

�

▽
や
ま
な
み
プ
ラ
ザ

（
四
条
）
�
２
月
６
日
�

・
２８
日
�
、
３
月
１０
日
�

▽
グ
リ
ー
ン
パ
ル
（
中
鴻

池
）
�
２
月
２２
日
�

▽

く
す
の
き
プ
ラ
ザ
（
若
江

岩
田
駅
前
）
�
２
月
７
日

�
、
３
月
７
日
�

▽
も

も
の
広
場
（
楠
根
）
�
２

月
２０
日
�

▽
夢
広
場（
布

施
駅
前
）
�
２
月
９
日
�

・
２３
日
�
、
３
月
９
日
�

▽
は
す
の
広
場
（
近

江
堂
）
�
２
月
１０
日

�
、
３
月
１
日
�

☆
い
ず
れ
も
９
時
３０

分
〜
１６
時

※
申
告
の
詳
細
と

市
役
所
本
庁
舎
で
の

受
付
日
程
は
、
次
号

の
市
政
だ
よ
り
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

�問
市
民
税
課

０

６
（
４
３
０
９
）
３

１
３
５
、�
０
６（
４

３
０
９
）
３
８
０
９

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
６５
歳
以
上
の
方
は
、
所

得
税
や
住
民
税
の
確
定
申

告
の
際
に
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、「
障

害
者
に
準
ず
る
も
の
」
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
本

人
と
そ
の
扶
養
者
が
障
害

者
控
除
・
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

高
齢
者
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

方
と
同
等
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
市
の
発
行
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」の
取
得
が
必
要
で
す
。

次
の
対
象
に
該
当
す
る

方
は
、
確
定
申
告
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

認
定
書
の
発
行
ま
で
に
は

２
週
間
〜
３
週
間
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

方
や
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
申
請
不
要
で
す
。

�対
▽
障
害
者
�
軽
度
・

中
度
の
知
的
障
害
者
ま
た

は
３
級
〜
６
級
の
身
体
障

害
者
と
同
程
度

▽
特
別

障
害
者
�
重
度
の
知
的
障

害
者
ま
た
は
１
級
・
２
級

の
身
体
障
害
者
と
同
程
度

�申
�問
東
・
中
・
西
福
祉

事
務
所

▽
東
�
０
７
２

（
９
８
８
）６
６
１
７
、
�

０
７
２
（
９
８
８
）
６
６

２
０

▽
中
�
０
７
２（
９

６
０
）
９
２
７
５
、
�
０

７
２（
９
６
４
）７
１
１
０

▽
西
�
０
６（
６
７
８
４
）

７
９
８
１
、�
０
６（
６
７

８
４
）
７
６
７
７

�問
高
齢
介
護
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
８
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
４
８

所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
の

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。�時

２
月
１６
日
�
〜
２８
日

�
９
時
３０
分
〜
１２
時
（
受

付
は
１１
時
ま
で
）
・
１３
時

〜
１５
時
３０
分
（
受
付
は
１４

時
３０
分
ま
で
）

※
土
・

日
曜
日
を
除
く
。

�所
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

本
店
（
荒
本
北
１
）

※
開
設
初
日
は
大
変
混

雑
し
ま
す
。
混
雑
時
は
早

め
に
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

相
談
会
場
で
は
相
続
税
、

贈
与
税
、
土
地
・
建
物
・

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
公
的
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
方
へ
】

公
的
年
金
な
ど
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金

額
が
２０
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
場
合
な
ど
の
確
定

申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
年
金
受

給
者
の
た
め
の
還
付
申
告

会
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

【
社
会
保
障
・
税
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
必

要
で
す
】

確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載

と
と
も
に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
通

知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証

も
し
く
は
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
」
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

◇

◇

�問
東
大
阪
税
務
署

０

６
（
６
７
２
４
）
０
０
０

１
（
音
声
案
内
に
従
い
操

作
し
て
く
だ
さ
い
）

食
品
衛
生
監
視

指
導
計
画

市
で
は
現
在
、「
平
成

２９
年
度
東
大
阪
市
食
品

衛
生
監
視
指
導
計
画
」

の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
、
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
先
・
�問
〒
５７８
―

０

９
４
１
岩
田
町
４
―

３
―

２２
―

５
０
０

保
健
所
食

品
衛
生
課

０
７
２（
９

６
０
）
３
８
０
３
、
�

０
７
２（
９
６
０
）３
８

０
７
、
�s

h
o
k
u
h
i

n
eis
ei@
city
.h
ig
a

s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

第
２
次

環
境
基
本
計
画

市
で
は
現
在
、
平
成

２３
年
に
策
定
し
た
環
境

の
保
全
と
創
造
の
指
針

と
な
る
「
東
大
阪
市
第

２
次
環
境
基
本
計
画
」

の
中
間
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど

中
間
見
直
し
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
先
・
�問
〒
５７７
―

８

５
２
１
市
役
所
環
境
企

画
課

０
６
（
４
３
０

９
）
３
１
９
８
、
�
０

６（
４
３
０
９
）３
８
１

８
、
�k

a
n
k
y
o
k
ik

a
k
u
@
city
.h
ig
a
s
h

io
s
a
k
a
.lg
.jp

◇

◇

案
は
２
月
１
日
�
か

ら
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
お
よ

び
各
担
当
課
、
本
庁
市

政
情
報
相
談
課
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学（
い
ず
れ
か
）の
方
、

市
内
に
事
業
所
が
あ
る

事
業
者
・
法
人
・
そ
の
他

団
体提

出
方
法

意
見
書

に
意
見
と
住
所
、
氏
名

（
団
体
は
団
体
名
、所
在

地
、代
表
者
名
）、電
話
番

号
を
書
い
て
２
月
２８
日

�（
必
着
）ま
で
に
郵
送

（
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
も
可
）

※
来
庁
に
よ
る
閲
覧

・
提
出
は
土
・
日
曜
日
、祝

休
日
を
除
く
９
時
か
ら

１７
時
３０
分
ま
で
。
意
見

書
の
書
式
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
閲
覧
場
所
に
ひ

な
形
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

市民税・府民税の申告

市民プラザで出張受付

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

税
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

確
定
申
告
前
に
申
請
を

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

パブリックコメント

意見を募集します
市の計画への
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東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２９年２月１日
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留
守
家
庭
児
童
育
成
ク

ラ
ブ
は
、
放
課
後
の
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
保
護
者
が
就
労
な
ど

で
下
校
時
に
家
庭
に
い
な

い
児
童
を
預
か
っ
て
い
ま

す
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
運
営
委
員
会
ま
た
は

民
間
事
業
者
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

開
設
小
学
校
や
受
付
日

時
・
場
所
は
表
の
と
お
り

で
す
。
現
在
、
同
ク
ラ
ブ

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
も

再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�対
小
学
校
新
１
年
生
〜

新
６
年
生
の
留
守
家
庭
児

童
※
祖
父
母
な
ど
児
童
を

保
護
で
き
る
大
人
の
同
居

人
が
い
る
場
合
を
除
く
。

開
設
期
間

４
月
１
日

〜
来
年
３
月
３１
日

�料
月
６
５
０
０
円
（
別

途
お
や
つ
代
な
ど
が
必
要
）

�申
開
設
小
学
校
で
配
布

す
る
入
会
申
込
書
と
祖
父

母
を
含
む
同
居
の
保
護
者

の
就
労
証
明
書
な
ど
を
各

受
付
場
所
へ
直
接

※
申
込
書
な
ど
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

�問
▽
各
開
設
小
学
校
内

の
運
営
主
体

▽
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
室

０
６（
４
３

０
９
）３
２
８
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
３
５

市
で
は
「
家
庭
ご
み
」

の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
収

集
区
分
を
設
け
て
い
ま
す

が
、「
不
燃
の
小
物
」
の
収

集
日
に
対
象
外
の
も
の
が

よ
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
外
の
も
の
は
収
集

で
き
な
い
た
め
、
ご
み
を

排
出
す
る
前
に
収
集
対
象

物
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

確
認
す
る
な
ど
し
て
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
「
不
燃
の
小
物
」
の
代

表
例
】

▽
食
器
・
茶
碗
類

▽

ガ
ラ
ス
く
ず
（
破
片
）

▽
刃
物

▽
花
瓶

▽
や

か
ん

▽
フ
ラ
イ
パ
ン

▽
工
具
類

▽
金
属
の
ハ

ン
ガ
ー

▽
傘

▽
小
型

の
電
化
製
品

な
ど

【
対
象
外
（
間
違
い
や

す
い
も
の
）】

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類（
バ

ケ
ツ
、
容
器
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
）

▽
木
材

▽
枝

葉

な
ど
の
燃
え
る
も
の

※
燃
え
る
も
の
は
週
２

回
の
家
庭
ご
み
に
出
し
、

３０
�
を
超
え
る
も
の
は
大

型
ご
み
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
（
大
型
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー

０
７
２
―

９
６
２

―

５
３
７
４
）。

◇

◇

�問
環
境
事
業
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
１
８

間
違
っ
て
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
不
燃
の
小
物
」
で
排
出
で
き
る
も
の

平成２９年度
入会申込みを受付

留守家庭児童育成クラブ

小型の金属類
（やかんなど）

ガラスくず
（破片）

食器・茶碗類

小型の電化製品

※対象物の一部です。

こんなものが対象です�

�不燃の小物�とは…

金属類
ガラス類
陶器類
小型の電化製品

小さな物の

おおむね一辺が
３０�以下のもの
※傘は例外。

？

透明・半透明の袋に入れて、
貼紙をして出してください

クラブ室９：００～１５：００２月２５日�、３月４日�桜橋

大蓮公民分館９：００～１７：００２月２５日�、３月１１日�大蓮

クラブ室１３：００～１９：００２月２８日�、３月１日�藤戸

図書室９：００～１２：００２月２５日�・２６日�八戸の里東

クラブ室１７：３０～
１８：３０

２月２７日�～
３月１日�西堤

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�柏田

クラブ室９：００～１３：００２月４日�楠根東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�長瀬西

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�弥刀東

クラブ室９：００～１７：００３月４日�長瀬南

会議室
１３：００～１７：３０２月２５日�

八戸の里
１３：００～１８：３０２月２４日�

クラブ室９：００～１２：００３月４日�長瀬東

クラブ室
１３：００～１９：３０２月１４日�

長瀬北
１３：００～１９：００２月１３日�

多目的室９：００～１２：００３月４日�弥刀

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�上小阪

クラブ室９：００～１２：００３月４日�小阪

クラブ室１４：００～１９：００３月１日�・２日	意岐部

クラブ室９：００～１２：００３月４日�楠根

クラブ室
１３：００～１７：００

３月４日�高井田西
１０：００～１２：００

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�太平寺

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�森河内

クラブ室９：００～１６：００２月１２日�高井田東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�三ノ瀬

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�長堂

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�荒川

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�花園北

受付場所受付時間受付日開設小学校
・対象校区

クラブ室
１３：００～１５：００

２月１１日
加納
９：００～１２：００

クラブ室１３：００～１７：００３月４日�英田南

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�岩田西

クラブ室
１０：００～１２：００３月５日�

玉串
１０：００～１７：００３月４日�

クラブ室
１３：００～１５：００

２月１８日�鴻池東
９：００～１２：００

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�花園

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�若江

英田公民分館北分室１０：００～１２：００３月５日�英田北

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�玉美

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�玉川

クラブ室
１３：００～１５：００

２月２６日�弥栄
９：００～１２：００

クラブ室
１３：００～１５：００

２月１２日�北宮
９：００～１２：００

クラブ室
１３：００～１５：００

２月１９日�成和
９：００～１２：００

郵送のみ必着２月２４日�まで石切東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�孔舎衙東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�縄手東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�上四条

クラブ室１２：００～１８：００２月２４日�・２５日�池島

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�縄手南

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�孔舎衙

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�石切

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�枚岡西

会議室１０：００～１３：００３月４日�枚岡東

クラブ室９：００～１７：００２月１８日�・１９日�縄手北

クラブ室
１３：００～１５：００

２月２５日�縄手
９：００～１２：００

受付場所受付時間受付日開設小学校
・対象校区

平成２９年度 留守家庭児童育成クラブの受付一覧表

不燃の小物

不燃（燃えない）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２９年２月１日



風しん抗体検査

妊娠中（特に妊娠初期）に風しん

に感染すると、生まれてくる子ども

が心疾患や白内障など「先天性風し

ん症候群」になる可能性が高くなり

ます。風しんの予防には、免疫を獲

得するワクチン接種が有効です。ま

ずは、充分な免疫があるか調べる抗

体検査（無料）を受け、予防接種が

必要かどうかを判断しましょう。

�時�所�定�２月６日�９時３０分～１１
時�中保健センター／２０人 �２月
７日�・３月７日�９時３０分～１１時
�東保健センター／２０人 �３月９
日�９時３０分～１１時�西保健センタ
ー／２０人 �３月１５日�１８時～１９時
３０分�保健所母子保健・感染症課／
３０人 ※いずれも申込先着順。 �申
実施場所へ電話で ※対象や持ち物

など詳しくは市ウェブサイトをご覧

いただくか、お問合せください。

�申�問�東・中・西保健センター
�母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�申�３月６日�９時３０分か
ら・１０時から�孔舎衙公民分館／３０
人／２月１日�から東保健センター
へ電話で �３月８日�９時３０分か
ら�東山会館（南荘町）／３０人／２
月１日�から東保健センターへ電話
で �３月１６日�９時１５分～１０時１５
分・１３時～１４時�市役所荒川庁舎（旧
教育委員会）／午前・午後各３０人／

２月８日�から西保健センターへ電
話または直接 �３月２３日�９時１０
分から・９時３０分から・１０時から・１３

時から・１３時３０分から・１４時から�
中保健センター／６５人／２月１日�
から電話または直接 �３月２７日�
９時３０分から�東保健センター／３０
人／２月１日�から電話で ※いず

れも申込先着順。 �対平成２８年４月
１日現在、４０歳以上の偶数年齢の女

性または無料クーポン券対象者 �料
８００円 ※後期高齢者医療被保険者証

または高齢受給者証をお持ちの方は

無料。なお、生活保護受給者または

市民税非課税世帯の方は事前に保健

センターで無料受診券の交付を受け

てください。 �持問診票、東大阪市
がん検診受診証、健康手帳、バスタ

オル

�申�問東・中・西保健センター

予防接種を受けましょう
成人用肺炎球菌ワクチン

成人用肺炎球菌ワクチンの予防接

種は、肺炎球菌が原因となって起こ

る高齢者の肺炎などの発病や重症化

を防ぐためのものです。ただし、予

防接種を受けることで、全ての肺炎

を予防できるわけではありません。

�対本市に住民登録があり、次のい
ずれかに該当する方 �平成２８年度
に下表に該当する年齢になる方

大正５年４月２日～
大正６年４月１日生まれ１００歳

大正１０年４月２日～
大正１１年４月１日生まれ９５歳

大正１５年４月２日～
昭和２年４月１日生まれ９０歳

昭和６年４月２日～
昭和７年４月１日生まれ８５歳

昭和１１年４月２日～
昭和１２年４月１日生まれ８０歳

昭和１６年４月２日～
昭和１７年４月１日生まれ７５歳

昭和２１年４月２日～
昭和２２年４月１日生まれ７０歳

昭和２６年４月２日～
昭和２７年４月１日生まれ６５歳

※対象者には昨年４月下旬に案内ハ

ガキを送付しています。平成３０年度

までは、各年度に６５歳、７０歳、７５歳、

８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳とな

る方を対象とし、５年間かけて実施し

ます。 �接種時に６０歳以上６５歳未満
で、心臓、腎臓または呼吸器などの

機能の障害またはヒト免疫不全ウイ

ルスによる免疫機能の障害により、

日常生活活動が極度に制限される方

（身体障害者手帳１級程度） ※過

去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカ

ライド）の接種を受けたことがある

方は対象外。 接種期間・回数 ３

月３１日までに１回 �料３，０００円 ※す

でに自費で接種した分の払戻しはあ

りません。生活保護受給者は免除制

度あり。 �持住所および年齢が確認で
きるもの、案内ハガキ �申市委託医
療機関に電話で ※市委託医療機関

は市ウェブサイトをご覧いただくか、

お問合せください。 注意事項 同剤

を再度接種することによって注射部
とうつう こうはん こうけつ

位の疼痛、紅斑、硬結などの副反応

が強く発現すると報告されているた

め、過去に接種を受けていないか確

認が必要です。接種にあたっては、

医療機関やウェブサイトにある接種

説明をよく読み、予防接種による効

果や副反応を理解したうえで接種す

るかどうか検討してください。

�問母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

�犬・猫に関する相談は動物指導センター（０７２‐９６３‐６２１１）まで。
�一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。
�（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。
�西保健センターへの車での来所はご遠慮ください。

１日�・２０日�
１３：２０～１４：２０

７日�・２１日�
９：１０～１０：００

７日�・２１日�
１３：４５～１４：３０

ＢＣＧ接種
	５か月から１歳の誕生
日の前日までの乳児


１日�９：３０～１１：００
２７日�１３：００～１６：００

３日�・１７日�
９：３０～１１：００

１５日�・２２日�
９：３０～１１：００

糖尿病個別食事相談
（予約制）

１０日� １３：００から離乳食講習会

１４日�・２８日�
１３：１５～１４：１５

３日�・１７日�
１３：００～１４：２０

（北部は来月）

１０日�・２４日�
１３：３０～１４：４０

３歳６か月児健康診査
〈平成２５年８月生まれ〉

※個別に通知しています。

７日�・２１日�
１３：１５～１４：１５

１０日�・２４日�
１３：００～１４：２０

８日�（北部・６月生
まれも対象）

１３：３０～１４：３０

１５日�・２２日�
１３：３０～１４：４０

１歳６か月児健康診査
〈平成２７年７月生まれ〉

（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

８日�・１５日�・２２日�
１３：２０～１４：３０

１４日�・２８日�
９：１０～１０：００

２１日�（北部）
１３：３０～１３：４５

１４日�・２８日�
１３：１０～１４：１０

４か月児健康診査
〈平成２８年１０月生まれ〉

※個別に通知しています。

月曜日～金曜日 ９：００～１２：００・１２：４５～１７：３０電話健康相談

２２日�
９：１０～１０：００

骨密度測定（予約制、
対象は２０歳以上の方）

１日�・１５日�
１０：００～１２：００

７日�・１４日�・２１日�
１４：００～１６：００

７日�・２１日�
１０：００～１２：００

８日�・１４日�・１６日�・
２２日�・２８日�

１４：００～１６：００

１日�・２日�・９日�・
１６日�・２８日�

１４：００～１６：００

こころの健康相談（予約
制）	アルコール依存症・
認知症の相談を含む


１３日�・２７日�
９：３０～１１：００

８日�・２２日�
９：３０～１１：００

２日�・１６日�
９：３０～１１：００

専門相談
�



�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�
�
�
�
�

（証明書の発行はありません）

西保健センター
（０６‐６７８８‐００８５）

中保健センター
（０７２‐９６５‐６４１１）

東保健センター
（０７２‐９８２‐２６０３）

ところ

行 事

０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４

環境衛生検査

センター

平常項目１６，８００円

９：３０
〜

１１：００

１３日�水道法に基づく
飲用水水質検査（予約制）

０６（６７８８）４４８３

�０６（６７８８）２０６４
各４３２円

７日�
２１日�寄生虫卵検査、

ぎょう虫卵検査

２，６４０円
検便（赤痢菌、サルモネ
ラ属菌、大腸菌Ｏ１５７）

受付場所料 金受付日・時間検査の種類

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２９年２月１日



乳幼児健康相談

�時�所�２月３日�１０時～１１時�あ
さひっこ（旭町子育て支援センター）

�８日�１０時～１１時�ゆうゆうプラ
ザ（日下） �１０日�９時３０分～１０時
３０分�西保健センター �１６日�９
時３０分～１０時３０分�中保健センター
�２２日�１０時～１１時�ももっこ（楠根
子育て支援センター） �２４日�１０時
～１１時�森河内公民分館 �対３歳未
満の乳幼児 �内身体測定、育児・栄
養相談など �持母子健康手帳
�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�２月２１日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �２３日
�９時３０分から・１０時１５分から�東
保健センター �対�肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 �定各日
４０人（申込先着順） �申電話または
直接

�申�問東・西保健センター

骨密度測定検査

�時３月２日�・９日�９時２０分～
１０時３０分 �対２０歳以上の方 �定各４０
人（申込先着順） �申電話で
�所�申�問中保健センター

歯科医師による成人歯科健康相談

�時２月２２日�９時３０分～１１時３０分
�対市内在住の２０歳以上の方 �定１２人
（申込先着順） �申電話で
�所�申�問西保健センター

ヘルスメイトといっしょに
簡単�手作り減塩味�

�時�所�２月２０日�・２４日��西保
健センター �２２日�・２７日��東
保健センター �２３日�・２７日��
中保健センター ☆いずれも１３時～

１４時で計２日間 �対全日程参加でき
る市内在住の方 �定各１２人（申込先
着順） �内講話、減塩味�作りと試食
�料１，５００円 �持エプロン、三角巾、手
ふき２枚 �申２月６日�から電話で
�申�問東・中・西保健センター

冬は血液が不足します
２月の献血～ぜひご協力を

つるぎや

�時�所�２月３日��石切劔箭神社
�８日��近鉄河内小阪駅前 �２１
日��市上下水道局庁舎 �２３日�
�新石切プラザ ※受付時間は場所

によって異なり、日程を変更する場

合もあります。受付時に保険証など

で本人確認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター
０６（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００
�地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

健康・禁煙相談広場

�時�所�２月８日���中保健セン
ター �９日���グリーンパル（中
鴻池） �１４日���東保健センタ
ー、�ももの広場（楠根） �１６日
���夢広場（布施駅前） �１７日
���市民ふれあいホール（鳥居町）、
�中保健センター �２１日���ゆ
うゆうプラザ（日下）、�はすの広場
（近江堂） ☆�は１０時３０分～１１時３０
分、�は１５時～１６時 �対市内在住の２０
歳以上の方 �内健康・禁煙相談、血
圧測定など

�問東・中・西保健センター

ヘルスメイトおすすめクッキング
伝統の味を伝えるのは、今・で・し・ょ�

�時２月１３日�１３時～１５時３０分 �対
市内在住の方 �定１８人（申込先着順）
�内調理実習「地産地食野菜で健康ア
ップ�」と試食、ミニ講話 �料３５０円
�持エプロン、三角巾、手ふき２枚
�申基本事項（９面に掲載）を２月９
日�までに電話で（ファクス、直接
も可）

�所�申�問中保健センター

Ｂ型肝炎ワクチンの定期予防接種

Ｂ型肝炎ウイルスは、肝臓に感染

し一部は慢性肝炎や肝硬変、肝がん

を引き起こす恐れがあります。特に、

乳幼児が感染すると、ウイルスが体

から排除されにくく、持続感染を起

こしやすいといわれています。この

ウイルスは非常に感染力が強いため、

ワクチンを接種してウイルスに対す

る抵抗力をつけましょう。

昨年１０月からＢ型肝炎ワクチンの

定期接種を開始しています。対象の

方で接種がまだの方は、早めに接種

しましょう。

�対接種時に本市に住民登録があり、
平成２８年４月１日以降に生まれた方

接種回数 ３回 接種間隔 �生後
２か月以降に２７日以上の間隔をおい

て２回 �１回目の接種から１３９日以
上の間隔をおいて１回 注意事項
�１歳を過ぎると任意接種となり有
料になります。１回目から３回目の

接種まで、１３９日以上の間隔をおく必

要があるので、１回目の接種日に注

意してください �定期予防接種が
導入される以前に、任意接種として

定期接種の規定に相当する方法で受

けた方は、定期接種を受けたとみな

し、残りの回数を受けることができ

ます �健康保険によりＢ型肝炎ワ
クチンの接種を受けることができる

方（母子感染予防の方）は、定期接種

の対象にはなりません �市内委託
医療機関での接種となります（委託医

療機関は市ウェブサイトに掲載）

�昨年９月３０日以前に接種した分の
費用の払戻しはありません �医療
機関にある接種説明書をよく読み、

予防接種による効果や副反応を理解

したうえで接種するかどうか検討し

てください

�問母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

このコーナーでは、糖尿病を予防

するため、また糖尿病と上手に付き

あっていくうえで役立つ献立を紹介

しています。

糖尿病食は健康食ですので、体重

が気になる方にもおすすめです。
か

しっかりよく�んで食べましょう

平成２６年度東大阪市特定健診受診

者の結果をみると、人より食べる速

度が速い人の割合が、健康な人より

も糖尿病の人の方が高いという結果

でした。しっかりよく�んで食べる
ことにより、血糖の吸収がゆっくり

になり食後血糖が上がりにくくなり

ます。早食いの人は一口食べたら箸

を置いたり、�みごたえのある食品
や料理を取り入れたりするなど、よ

く�んで食べる習慣を身につけまし
ょう。糖尿病の方は必ず主治医の指

示量に従いましょう。

今回紹介する「大根三変化」（写真）

は、旬の大根と乾物の切干し大根で

食感を楽しみながら、おいしくいた

だけます。

大根三変化

	


１人分の栄養価：エネルギー３２
kcal、塩分０．５ｇ、野菜７５ｇ

�
�

材料（２人分） 大根１２０ｇ、切干

し大根１０ｇ、かいわれ大根２０ｇ、かつ

お節１ｇ、ポン酢しょうゆ小さじ４

�大根は皮をむき、半分はせん切
り、残りの半分はおろしてざるにあ

げ、水気を切っておく

�切干し大根はもどして、３の
長さに切り、ゆでる

�かいわれ大根は根元を除いて半
分の長さに切る

	材料をあわせ、かつお節をのせ
たら、仕上げにポン酢しょうゆをか

けて完成

（東大阪地域活動栄養士会糖尿病食

献立集より）

◇ ◇

�問健康づくり課

糖尿病食は健康食

ヘルス クッキングヘルス クッキングアップ １０

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２９年２月１日



市
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
内
の
事
業
所
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
社
の
製
品
や
技
術
を
通
じ
て
社
会
の

発
展
に
つ
な
が
る
活
動
実
績
を
残
し
、
信

頼
さ
れ
る
企
業
と
な
る
た
め
に
努
め
て
い

る
受
賞
事
業
所
が
２
社
、
こ
の
ほ
ど
決
ま

り
ま
し
た
。

世
界
で
認
め
ら
れ
る
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く

手
が
け
た
本
市
の
デ
ザ
イ

ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
喜
多
俊
之
さ

ん
（
写
真
）
が
、
デ
ザ
イ

ン
や
製
品
開
発
に
お
い
て

必
要
な
視
点
、
デ
ザ
イ
ン

性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
る

効
果
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

製
品
の
外
観
に
加
え
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
、
素

材
、コ
ス
ト
、品
質
、機
能
、

安
全
性
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
観
点
か
ら
、
ト
ー
タ

ル
で
デ
ザ
イ
ン
を
理
解
で

き
る
内
容
で
す
。
こ
れ
か

け
ん

い
ん

ら
の
市
場
を
牽
引
す
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
製
品
を
開

発
し
た
い
と
考
え
て
い
る

企
業
・
経
営
者
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�時
２
月
９
日
�
１４
時
〜

１５
時
３０
分

�所
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・

コ
ア
東
大
阪
南
館
３
階
研

修
室�対

市
内
製
造
業
者

�定
５０
人（
申
込
先
着
順
）

�申
会
社
名
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
氏
名
、
喜
多

さ
ん
へ
の
質
問
を
２
月
２

日
�
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

�申
�問
モ
ノ
づ
く
り
支
援

室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
７
７
、

�
０
６
（
４
３
０

９
）３
８
４
６
、�

m
o
n
o
d
u
k
u
ri

@
city
.h
ig
a
s
h

io
s
a
k
a
.lg
.jp

国
民
的
作
家
で
あ
り
、

本
市
の
名
誉
市
民
で
も

あ
る
司
馬
�
太
郎
さ
ん

の
命
日
「
菜
の
花
忌
」

（
２
月
１２
日
）
に
、
司

馬
�
太
郎
記
念
館
館
長

の
上
村
洋
行
さ
ん
に
よ

る
「
館
長
ト
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。
司
馬
�

太
郎
さ
ん
の
こ
と
、
開

催
中
の
企
画
展
、
全
国

で
開
催
す
る
巡
回
展
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
来
館
者

全
員
に
菜
の
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
同
記

念
館
が
あ
る
小
阪
・
八

戸
の
里
周
辺
が
菜
の
花

に
包
ま
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�時
２
月
１２
日
�
１４
時

か
ら�所

�問
司
馬
�
太
郎
記

念
館

０
６
（
６
７
２

６
）３
８
６
０
、�
０
６

（
６
７
２
６
）３
８
５
６

�問
文
化
国
際
課

０

６
（
４
３
０
９
）
３
１

５
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

開館時間 １０時～１７時（入館は１６

時３０分まで。月曜日は休館、祝休

日の場合は開館し翌日休館）

入館料 一般５００円、中学・高校生

３００円、小学生２００円

所在地 下小阪３―１１―１８

市
で
は
、「
Ａ
ｒ
ｔ
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
東
大
阪
」

と
題
し
て
、
東
大
阪
の

文
化
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
施
設

の
も
つ
魅
力
に
新
た
な

要
素
を
あ
わ
せ
た
催
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
司
馬
�
太

郎
記
念
館
を
は
じ
め
と

す
る
本
市
の
魅
力
あ
る

文
化
施
設
と
、
こ
れ
ま

で
の
文
化
の
歩
み
を
ポ

ス
タ
ー
で
振
り
返
る
ポ

ス
タ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。�時

２
月
７
日
�
〜
１０

日
�
９
時
〜
１７
時
（
１０

日
は
１６
時
ま
で
）

�所
市
役
所
本
庁
舎
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル

�問
文
化
国
際
課

０

６
（
４
３
０
９
）
３
１

５
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

今
年
度
の
受
賞
事
業
所

は
、
株
式
会
社
白
水
産
業

と
株
式
会
社
シ
ン
エ
イ
の

２
事
業
所
で
す
。

い
ず
れ
の
事
業
所
も
、

環
境
に
配
慮
し
た
活
動
や
、

従
業
員
の
雇
用
お
よ
び
職

場
環
境
改
善
な
ど
人
権
・

労
働
の
発
展
に
つ
な
が
る

活
動
の
実
績
が
あ
り
、
今

後
の
継
続
的
な
活
動
に
も

期
待
で
き
ま
す
。

受
賞
事
業
所

▽
株
式

会
社
白
水
産
業
�
環
境
部

門
で
優
秀
賞

▽
株
式
会

社
シ
ン
エ
イ
�
人
権
・
労

働
部
門
で
奨
励
賞

�問
経
済
総
務
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
７
４
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３

８
４
６

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【受賞理由】事業活動に伴う温室効果ガスの排出を
最小限に抑えるため、事業ごとに明確な目標を掲げ、

ＣＯ２削減を着実に進めるとともに、低炭素社会の実現

に不可欠な製品・サービスの提供を行っており、環境

にやさしい「モノづくり」に取り組んでいる。また、

環境分野以外にも「若者の正規雇用」や「高齢者の正

規雇用」の促進に取り組み、従業員のために雇用環境

を整備するなど、他の模範となる事業所である。

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で

行
わ
れ
て
い
た
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
大
会
は
１
月
７

日
、
東
福
岡
高
校（
福
岡
）

が
東
海
大
仰
星
高
校
（
大

阪
第
１
）
を
２８
対
２１
で
破

り
、
２
大
会
ぶ
り
６
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
閉
幕
し

ま
し
た
。

決
勝
で
相
ま
み
え
た
両

校
は
、
近
年
高
校
ラ
グ
ビ

ー
界
で
し
の
ぎ
を
削
る
ラ

イ
バ
ル
同
士
。
決
勝
と
い

う
最
高
の
舞
台
で
激
突
し

た
両
チ
ー
ム
の
一
歩
も
引

か
な
い
激
し
い
プ
レ
ー
に
、

観
客
席
か
ら
は
地
鳴
り
の

よ
う
な
歓
声
と
声
援
が
幾

度
と
な
く
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
観
客
席
で

見
守
る
応
援
団
は
、
劣
勢

に
立
っ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
「
つ
ら
い
と
き
苦
し
い

と
き
は
、
ス
タ
ン
ド
を
見

て
く
れ
よ
」
と
応
援
歌
を

歌
い
、
勇
気
を
送
り
続
け

て
い
ま
し
た
。

決
勝
戦
後
の
閉
会
式
で

は
、
激
闘
を
繰
り
広
げ
た

両
チ
ー
ム
に
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
大
阪
の
お
も
て
な
し
を

市
民
が
盛
り
上
げ
る

高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会

高
校
生
ラ
ガ
ー
が
見
せ

る
ひ
た
む
き
で
諦
め
な
い

プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
、

今
大
会
に
は
約
１１
万
人
の

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
花
園

を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
に
「
東

大
阪
の
お
も
て
な
し
」
を

と
、
地
元
自
治
会
が
豚
汁

を
、
東
大
阪
青
年
会
議
所

が
温
か
い
飲
み
物
を
今
大

会
も
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
が
周
辺
の
美

化
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、

大
会
の
運
営
に
協
力
し
ま

し
た
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
場
周

辺
に
は
、
タ
ッ
ク
ル
や
ト

ラ
イ
を
体
験
で
き
る
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
は
、

２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け

て
２
月
か
ら
改
修
工
事
に

入
り
ま
す
が
、
次
の
高
校

ラ
グ
ビ
ー
大
会
も
例
年
ど

お
り
聖
地
花
園
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「
成
人
の
日
」
の
１
月

９
日
、
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
た
成
人
祭
に
約

２
５
５
０
人
の
新
成
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
石
切
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

よ
る
祝
福
の
あ
と
、
野
田

市
長
が
「
失
敗
は
プ
ラ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
言
葉
や
経

験
、
知
識
を
全
て
自
分
の

も
の
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
生
き
抜
い
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
新
成

人
代
表
の
佐
藤
史
織
さ
ん

と
原
匠
さ
ん
は
「
多
く
の

方
の
支
え
に
よ
っ
て
今
が

あ
る
。
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
生
き
て
い
き
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
市
出
身
で
ウ

ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー

日
本
代
表
チ
ー
ム
ア
シ
ス

タ
ン
ト
コ
ー
チ
の
三
阪
洋

行
さ
ん
が
、「
壁
を
こ
え
る
」

と
題
し
て
講
演
。
自
身
が

ラ
グ
ビ
ー
練
習
中
の
ケ
ガ

に
よ
り
車
い
す
生
活
と
な

っ
た
と
き
の
苦
悩
や
、
誰

の
助
け
も
得
ら
れ
な

い
海
外
留
学
を
敢
え

て
選
び
成
長
で
き
た

経
験
な
ど
を
新
成
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
語
り
ま
し
た
。

新
成
人
ら
は
真
剣
な

表
情
で
三
阪
さ
ん
の

言
葉
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
、
市
内
で
は

５
２
３
７
人
が
成
人

の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

受
講
生
の
有
志
が
東
大

阪
里
山
ク
ラ
ブ
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ

ブ
は
、
生
駒
山
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
る
た

め
の
啓
発
活
動
や
生
駒

山
の
森
林
保
全
・
利
活

用
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。【

学
習
山
行
】

東
大
阪
里
山
ク
ラ
ブ

の
会
員
増
員
と
活
動
に

必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り

学
習
山
行
を
行
い
ま
す
。

�時
２
月
１９
日
�

☆

近
鉄
瓢
�
山
駅
南
側
せ

せ
ら
ぎ
広
場
に
１０
時
集

合
、
元
山
上
口
駅
で
１５

時
解
散

※
当
日
の
降

水
確
率
が
６０
％
以
上
の

場
合
は
中
止
。
開
催
が

不
明
な
場
合
は
、
前
日

の
２０
時
以
降
に
同
ク
ラ

ブ
事
務
局
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

�内
客
坊
谷
コ
ー
ス
―

ぼ

く
ら
の
広
場
―

千
光
寺

�申
基
本
事
項
（
９
面

に
掲
載
）
と
性
別
、
血

液
型
を
２
月
１８
日
�（
必

着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◇

◇

�申
�問
〒
５７８
―

０
９
４
１

岩
田
町
３
―

１２
―

２４
―

３
０

４

東
大
阪
里
山
ク
ラ

ブ
事
務
局
「
清
水
」

０
９
０
（
９
５
４
８
）

６
３
９
２
、�
０
６（
６

７
２
５
）
２
２
３
１

�問
み
ど
り
景
観
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３

２
２
７
、
�
０
６
（
４

３
０
９
）
３
８
３
１

��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
市
と

市
民
が
協
力
し
て
「
希

来
里
か
ら
未
来
へ

は

っ
し
ー
ん
�
」
を
テ
ー

マ
に
、
イ
コ
ー
ラ
ム
フ

ェ
ス
タ
を
２
月
２５
日
�

・
２６
日
�
の
２
日
間
、

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
で

開
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

�時
�内
▽
２
月
２５
日
�

１３
時
〜
１６
時
�
近
畿
大

学
よ
さ
こ
い
連「
洗
心
」

に
よ
る
よ
さ
こ
い
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
松
田
陽
子
さ
ん（
写

真
）
に
よ
る
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ
「
生
き
て
る
だ

け
で
価
値
が
あ
る
」

※
１
歳
６
か
月
〜
就

学
前
幼
児
の
保
育
（
定

員
１０
人
で
申
込
先
着
順
。

１
人
４
０
０
円
。
２
月

１８
日
�
ま
で
に
要
予
約
）

と
手
話
通
訳
あ
り
。

▽
２６
日
�
１０
時

３０
分
〜
１５
時
�
み

ん
な
で
歌
お
う

（
歌
声
喫
茶
「
ほ

っ
と
す
て
ん
し
ょ

ん
」
）
、
ハ
ッ
ピ

ー
ス
テ
ー
ジ
（
玉
川
小

学
校
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、

近
畿
大
学
附
属
高
校
チ

ア
ダ
ン
ス
同
好
会
、
和

太
鼓
倶
楽
部
「
愛
」
な

ど
）�定

各
日
２
４
４
人（
当

日
先
着
順
）

展
示
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�時
２
月
２５
日
�
・
２６

日
�
１０
時
〜
１６
時

�内
イ
コ
ー
ラ
ム
登
録

団
体
に
よ
る
展
示
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ

ェ（
１１
時
か
ら
）、
お
茶

席（
２５
日
１０
時
〜
１３
時
）

※
展
示
は
３
月
１１
日

�
ま
で
。

◇

◇

�所
�問
イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２
（
９
６
０
）
９

２
０
１
、�
０
７
２（
９

６
０
）
９
２
０
７
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２
事
業
所
が
受
賞
�

？ＣＳＲとは
Corporate Social Responsibility
「企業の社会的責任」と訳され、企業は社会的存

在として、最低限の法令順守や利益貢献といった責
任を果たすだけでなく、市民や地域、社会の顕在的
・潜在的な要請に応え、より高次の社会貢献や配慮、
情報公開や対話を自主的に行うべきであるという考
えのこと。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
表
彰
は
、

市
民
が
誇
る
こ
と
の
で
き

る
責
任
あ
る
事
業
所
と
し

て
信
頼
と
価
値
を
高
め
、

市
域
の
雇
用
創
出
や
産
業

の
振
興
・
発
展
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

２４
年
度
に
創
設
し
た
も
の

で
、「
環
境
」「
地
域
・
社

会
」「
人
権
・
労
働
」
の
い

ず
れ
か
の
分
野
で
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
と
、
良
好
な
財
務

経
営
を
両
立
し
て
い
る
中

小
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す
。

環境部門
優秀賞

株式会社白水産業

中島 範久

所在地
高井田中４―５―１２

ＴＥＬ
０６（６７８３）０３８８

業務内容
プラスチック・ゴム

製品の製造など

【受賞理由】「つなげる力・つなぐ技」という経営理
念に基づいた人権活動を積極的に実施し、特に障害者

雇用の促進活動には、規模に応じた障害者雇用の定着

にチャレンジしている姿勢が高く評価できる。また、

社内においては、障害者も働きやすい職場づくりとし

て、３Ｓ（整理・整頓・清掃）の実施などによって、

周りの従業員の事務改善にもつながり、事業所の風土

が変わったことも評価に値する。

人権・労働
部門
奨励賞

株式会社シンエイ

所在地
本庄西１―９―１３

ＴＥＬ
０６（６７４５）５９３１

業務内容
締結部品の販売およ

びコンサルタントなど

世
界
的

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

ア

ー

ト

プ

ラ

ネ

ッ

ト

Ａ
ｒ
ｔ
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
東
大
阪

文
化
×
軌
跡

東
大
阪
文
化
ポ
ス
タ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

司馬�太郎記念館～菜の花忌
館長トークと菜の花プレゼント

東
福
岡
が
６
度
目
の
優
勝

�
聖
地
�花
園
に
１１
万
人
が
来
場

感謝の心を忘れず

成人祭に
２，５５０人集う

キ

ラ

リ

ミ
ラ
イ

希
来
里
か
ら
未
来
へ

は
っ
し
ー
ん
�

イ
コ
ー
ラ
ム
フ
ェ
ス
タ

東大阪里山クラブ設立

喜
多
俊
之
さ
ん

１２
月
２７
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式

（
左
）
と
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
東
福
岡
高
校
と
東
海
大
仰
星

高
校
に
よ
る
決
勝
（
上
）

市
長
か
ら
新
成
人
代
表
へ
花
束

を
贈
呈

いっしょに活動しませんか

高校ラグビー

代表者 代表取締役

鐘森 雅之

代表者 代表取締役

デザイン

アドバイス会

受賞事業所決まる

地球環境にやさしいモノづ
くりに取り組む�白水産業

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２９年２月１日平成２９年２月１日 （６）（７）

空き巣対策～家の鍵は郵便受けの中や植木鉢の下などに置かないようにしましょう ―東大阪市治安対策本部―

mailto:monodukuri@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:monodukuri@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:monodukuri@city.higashiosaka.lg.jp


その他のつづき

特定計量器の定期検査

取引や証明などで特定計量器を使

用している事業所は、２年ごとに検

査が必要です。今年度の定期検査の

日程は次のとおりです。 �時�所�２
月２日��意岐部公民分館 �３日
��長瀬西公民分館 �７日��産
業技術支援センター（高井田中１）

�９日��シルバー人材センター（永
和１） �１０日��大阪金物団地協
同組合 �１７日��小阪公民分館
�２１日�、２８日��三ノ瀬公民分館
�２３日��楠根公民分館 �２４日�
�社会教育センター ☆いずれも１０

時３０分～１５時３０分

�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

傍聴しませんか
福祉に関する会議

事業報告などを行います。 �時�内
２月２１日��１４時～１６時�社会福祉
審議会 �１６時～１７時３０分�高齢者
福祉専門分科会 �所市役所本庁舎１８
階大会議室 �定各５人（抽選） �申
基本事項（９面に掲載）を２月１０日

�（必着）までにハガキで（ファク
ス、Ｅメールも可） ※当選者にの

み通知。

�申�問�社会福祉審議会�〒５７７―
８５２１市役所福祉企画課 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５、�fukus
hikikaku@city.higashiosaka.lg.jp

�高齢者福祉専門分科会�〒５７７―
８５２１市役所高齢介護課 ０６（４３０９）

３１８５、�０６（４３０９）３８４８、�korei
kaigo@city.higashiosaka.lg.jp

浄化槽の管理者に清掃費用の一部

を助成します（表参照）。助成回数は

年１回（全バッキは年２回）です。

なお、今年度をもって助成は終了し

ます。

�対持家または借家の浄化槽を管理
していて、平成２８年４月１日以降に

市の許可業者による清掃と登録業者

による保守点検をした方

�申申請書と印鑑、清掃料金領収書、
保守点検領収書または管理記録の写

し、申請者名義の銀行口座番号がわ

かるものを持って３月３１日�までに
直接 ※申請書は行政サービスセン

ターでも配布。

�申�問環境企画課 ０６（４３０９）３１９８、

�０６（４３０９）３８１８
������������������������������������������������������������

荒本子育て支援センター

【ミスターチョップリンのコメデ
ィマジック】
�時２月１０日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定５０組（申
込先着順） �申電話で
【親子広場（おひさま）】
�時２月１５日～３月２２日の水曜日１０
時～１１時（計６日間） �対３歳以上
の幼児 �定１５組（抽選） �申２月８
日�１７時までに電話で
【ティッシュケースを作ろう】
�時２月１７日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） ※子どもは別保育。 �申２月
３日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【人形劇団「大福」による演劇】
�時２月１０日�１０時３０分～１１時３０分
�対１歳６か月以上の乳幼児 �定２５組
（申込先着順） �持名札、飲み物
�申２月１日�１３時から電話で
【ランチタイムを楽しもう】
保育所の給食を試食しながら交流

します。 �時２月１７日�１０時３０分～１２
時 �対１歳６か月以上の未就園児
�定１０組（申込先着順で初めての方を
優先） �料１人１５０円 �持コップ、大
人用の箸、飲み物 �申２月３日�１３
時～１０日�１７時に電話で

【ベビーマッサージ】
スキンシップでさらに愛情を深め

ませんか。 �時２月２３日�・３月２日
�・９日�１４時～１５時（計３日間）
�対全日程参加できる３か月～５か月
の乳児 �定５組（申込先着順で初めて
の方に限る） ※兄姉の参加不可。

�持バスタオル、名札、飲み物 �申２
月１０日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

あさひっこ

【ゆうゆうプラザで遊ぼう】
�時２月１５日�１０時３０分～１１時３０分
�所ゆうゆうプラザ（日下） �対１歳
以上の乳幼児 �定２０組 �申２月１日
�１０時から電話で
【縄手南公民分館でふれあい＆ダ
ンス】
�時２月１６日�１０時～１１時 �所縄手
南公民分館 �対０歳児 �定１０組 �持
抱っこひも �申２月１日�１０時から
電話で

【まんぼーりとみっく】
�時２月２１日�１０時～１１時 �対１歳
６か月～２歳６か月の乳幼児 �定１２
組 �申２月７日�１０時から電話で

◇ ◇

※いずれも申込先着順。

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

ももっこ

【ベビーマッサージ】
�時２月７日�・１４日�・２１日�１４
時～１５時（計３日間） �対３か月～
４か月の乳児 �定６組 �申２月１日
�１０時から電話で
【親子クッキング】
�時２月１０日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児 �定１０組 �料１００円 �申
２月２日�１０時から電話で
【まんぼーりとみっく】
�時２月１５日�１０時３０分～１１時１５分
�対１歳６か月～２歳６か月の乳幼児
�定１２組 �申２月７日�１０時から電話で

◇ ◇

※いずれも申込先着順。

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

長瀬子育て支援センター

【ミニシアター（自由来館内）】
�時２月７日�１１時２０分～１１時５０分
�対就学前乳幼児
【親子広場】
�時２月１５日～３月１５日の水曜日１０
時～１１時３０分（計５日間） �対２歳児
�定１５組（初めての方を優先して抽選）
�料１００円 �申２月１日�～９日�９時
３０分～１７時に電話で

【ねっこぼっこの「親子のふれあ
い遊びと絵本」】
�時２月２４日�１０時～１１時 �対１歳
以上の乳幼児 �定２０組（申込先着順）
�申２月１３日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

子育てのつどい

【親子で楽しくキッズエアロ体操】
�時�所�２月１６日��縄手南公民分
館 �２３日��豊浦公民分館 ☆い

ずれも１０時～１１時 �対就学前乳幼児
�定各３０組（申込先着順） �申２月２
日�からの１０時～１７時に電話で
�申�問�縄手南�六万寺保育所 ０７２

（９８２）５３９２、�０７２（９８２）９７８２ �
豊浦�鳥居保育所 ０７２（９８５）９２９４、

�０７２（９８５）６０６８

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、全て保護者
が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センター＆
子育てのつどいの催し

２，０００円７．５	超

事業所
その他

１，９００円７．５	以下
１，８００円６．５	以下
１，７００円５．５	以下
１，６００円４．５	以下
１，５００円３．５	以下
１，４００円３．０	以下
１，３００円２．５	以下
１，５００円１．５	超

一般
家庭

１，３００円１．５	以下
助成額有効容量用途
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浄化槽の清掃費用
一部助成します

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２９年２月１日
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非常勤嘱託
児童発達支援事業に関する調査員

児童発達支援事業に関する調査員

（非常勤嘱託）を募集します。 �対
昭和２７年４月２日以降生まれで、次

のいずれかに該当する方 �社会福
祉士・介護福祉士・介護支援専門員

・保健師・看護師・精神保健福祉士

（いずれか）の資格がある �ホー
ムヘルパー養成研修２級課程・介護

職員基礎研修課程・介護職員初任者

研修課程（いずれか）を修了してい

る �定１人 勤務日 月曜日～金曜

日のうち４日 勤務条件 給与月額

２０万円、通勤手当別途支給、各種社会保

険完備 雇用期間 ４月１日～来年

３月３１日 ※更新する場合あり。

�申履歴書（写真貼付）と資格に関す
る証明書の写しを２月２０日�（必着）
までに郵送または直接 ※詳しくは

２月１日�以降の市ウェブサイトを
ご覧いただくか、お問合せください。

�申�問〒５７７―８５２１市役所子ども見守
り課 ０６（４３０９）３１９７、�０６（４３０９）
３８１７

小・中学生の課外活動支援
専門職非常勤嘱託職員

韓国・朝鮮にルーツのある小・中

学生の課外活動を中心に支援する非

常勤嘱託職員を募集します。 �定３
人 選考方法 筆記試験、面接 �申
申込用紙を２月８日�（消印有効）
までに郵送または１０日�１２時までに
直接 ※申込用紙は２月１日�から
市ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所人権教育室
０６（４３０９）３２８４、�０６（４３０９）３８３８

子育て支援に関わる非常勤嘱託

【子どもの心理発達相談員】

未就学児童の発達検査および発達

相談、子育て支援に関係する業務な

どにあたります。 �対昭和２７年４月
２日以降生まれで、次の全てに当て

はまる方 �臨床心理士の資格また
は同等の技能がある（資格取得見込

みも可） �新版Ｋ式発達検査２００１の
実施および発達相談業務の実務経験

がある 選考方法 筆記試験、面接

【子育てサポーター】
子育て中の方が教育・保育施設や

地域の子育て支援事業などを円滑に

利用できるようサポートをします。

�対昭和２７年４月２日以降生まれで次
の全てに当てはまる方 �社会福祉
士、児童福祉司、保健師、保育士と

幼稚園教諭免許の両方、精神保健福

祉士、介護支援専門員、社会福祉主

事（ただし社会福祉主事として児童

福祉事業に２年以上の従事経験が必

要）のいずれかの資格がある �子
育てに関する相談支援または地域子

育て支援事業に１年以上の従事経験

がある �基本的なパソコン操作が
できる 選考方法 作文、面接

◇ ◇

�定各１人 選考日 ２月１８日�
勤務条件 給与月額２０万円、通勤手

当別途支給、各種社会保険完備、年

次有給休暇あり 雇用期間 ４月１

日～来年３月３１日 �申履歴書（写真
貼付）と資格に関する証明書の写し

を２月１０日�（必着）までに郵送ま
たは直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所子ども応援
課 ０６（４３０９）３２０２、�０６（４３０９）３８１７

生活保護関係非常勤嘱託職員

ケースワーク補助員、面接相談員、

中国帰国者自立支援員を募集します。

選考日 ２月２５日� �申応募用紙を
２月１５日�（消印有効）までに郵送
または１７日�までに直接 ※応募用

紙や募集要項は市ウェブサイトから

ダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所生活福祉室
０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

市立東大阪医療センター
助産師・看護師

日本国籍の有無にかかわらず受験

できます。同一年度内に１度しか受

験できません。

【助産師・看護師Ａ】
�対昭和４６年４月２日以降生まれで、そ
れぞれの免許をすでに取得している

夜勤可能な方 �定あわせて２０人程度
【助産師・看護師Ｂ】
�対昭和５２年４月２日以降生まれで、そ
れぞれの免許を３月に取得見込みの

夜勤可能な方 �定あわせて５０人程度
◇ ◇

採用時期（予定） ４月 選考日
２月１７日� 選考方法 個別面接

合格発表（予定） ２月２４日� �申申
込書を２月１０日�（必着）までに郵
送または直接 ※申込書は（地独）

市立東大阪医療センターウェブサイ

トからダウンロード可。同センター

総務課・看護局、本庁市政情報コー

ナーでも交付。

�申�問〒５７８―８５８８西岩田３―４―５ （地
独）市立東大阪医療センター総務課

０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

市設宝持西店舗
空き店舗の入居者

市営住宅１階の市設宝持西店舗（上

小阪３）の入居者を募集します。保

証金や使用条件など詳しくは市ウェ

ブサイトをご覧いただくか、お問合

せください。 �定６店（２号～５号、
７号、８号） ※抽選。 面積・�料�
２号～５号�５８�／月額１０万９００円
�７号�３９�／月額６万７，８００円 �
８号�２３３�／月額４０万５，４００円 使用
開始日 ５月上旬（予定） �申申請
書と必要書類を２月１日�～２８日	
に直接 ※申請書は２月１日�から
市ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

インターネット公売

市税の確保と納税の公平性を図る

ため、ヤフー
が提供する官公庁オ
ークションシステム上でインターネ

ット公売を実施します。詳しくは市

ウェブサイトをご覧いただくか、お

問合せください。なお、下見会は行い

ません。下見を希望する方は、権利関

係者と調整のうえ行ってください。

公売物件 不動産 公売方法 入

札 参加申込期間 ２月１５日�１３時
～２７日�２３時 入札期間 ３月６日

�１３時～１４日	１３時 売却決定日
３月２１日	１０時 買受代金納付期限
３月２１日	１４時３０分
�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６
（４３０９）３８０８

東大阪モノづくり企業
合同就職面接会

�時２月３日�１３時～１６時 �所夢広
場（布施駅前） �対就職希望者 �内
就職面接会、企業によるプレゼンテ

ーション、出張相談コーナーなど

�問�東大阪商工会議所 ０６（６７２２）

１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �労働雇用
政策室 ０６（４３０９）３１７８、�０６（４３０９）
３８４６

児童手当２月期
２月１５日に振込み

児童手当の２月期（１０月～１月分）

の振込日は２月１５日�です。ただし、
現況届をまだ提出していない方は、手

当の支給ができませんので、早急に郵

送するか、国民年金課または行政サ

ービスセンターに提出してください。

【保育所（園）の保育料を児童手
当から特別徴収】
市の歳入と利用者の公平性を確保

するため、保育料の滞納が続く方を

対象に、児童手当からの特別徴収を

実施しています。なお、対象者には

２月１０日�に児童手当（特例給付）
にかかる保育料特別徴収通知書を発

送します。

◇ ◇

�問�児童手当について�国民年金
課 ０６（４３０９）３１６５、�０６（４３０９）３８０５
�保育料について�子育て支援課
０６（４３０９）３１９５、�０６（４３０９）３８１７
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２９年２月１日



学ぶのつづき

グリーンガーデンひらおか
教室＆催し

【カラオケ指導教室】
�時２月９日�１０時～１２時 �定３０人
�料３００円 �申２月８日�まで
【木の実の花炭壁掛けと焼き芋】
木の実姿焼でインテリアを作りま

す。 �時２月１１日�１０時～１２時 �定
４０人 �料１，０００円 �持持ち帰り用袋
�申２月７日�まで
【初心者向けのバードウォッチン
グ】
枚岡公園周辺で冬鳥の観察をしま

す。 �時２月１２日�９時～１５時 �定
３０人 �料一般３００円、小・中学生１００円
※小学生は保護者同伴。 �持双眼鏡、
滑らない靴、雨具、着替え、弁当、

飲み物 ※終了後は、お風呂無料。

�申２月８日�まで
【パソコン初心者～ワードで簡単
アルバム作成】

�時２月１５日�１０時～１１時３０分 �定
１０人 �料５００円 �持ワードがインスト
ールされたパソコン ※レンタルあ

り（抽選、１００円）。 �申２月１１日�ま
で

【冬鳥観察会】
�時２月１９日�１０時～１２時 �定２５人
�料一般３００円、子ども１００円 �持防寒対
策、雨具、双眼鏡・野鳥図鑑（あれ

ば） �申２月１４日�まで
【書道教室】
�時２月１９日�１０時～１２時 �定２０人
�料１，３００円 �持書道用具一式、半紙
�申２月１６日�まで
【初めての大人水彩画】
�時２月２２日�１０時～１２時 �定１０人
�料１，５００円 �持鉛筆、消しゴム、古タ
オル �申２月１８日�まで
【ロビーギャラリー】
�時２月１日�～２８日�９時～２１時
�内ふれあい写真クラブの皆さんの写
真展 ※申込不要。

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �申各申込
期限までに電話で ※月曜日は休館。

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

角田総合老人センターの教室

【体操・運動教室】
�時�内�２月８日�１０時～１１時３０分
	ニコニコ体操 �９日�・２２日�
１３時３０分～１５時	メロディうんどう
�持タオル、飲み物 ※申込不要。

【昔なつかしおもちゃを作ろう�】
�時２月１６日�・２３日�・３月２日
�１３時３０分～１５時３０分（計３日間）
�定２０人（申込先着順） �持ハサミ、
ホッチキス

【笑って学べる落語講演】
�時２月１８日�１３時３０分～１４時３０分
�定５０人（申込先着順） �内落語とエ
ンディングノート

【シニアピラティス】
�時２月２３日�１０時３０分～１１時３０分
�定３０人（申込先着順） �内体幹を鍛
えて体の動きを回復させる運動

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �申２
月１日�から電話または直接
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

くすのきプラザの教室＆催し

【健康料理教室】
�時３月１１日�１０時３０分～１３時３０分
�所くすのきプラザ（若江岩田駅前）
�対市内在住・在勤（いずれか）の２０
歳以上の方 �定２０人（抽選） �内鯛
のソテー（塩昆布レモン）、えんどう

豆とレタスのスープ、クッキー �料
１，０００円 �持エプロン、三角巾、手ふ
き �申２月１３日
まで
【史跡めぐり】
飯島三郎右衛門墓、石田神社、三十

八神社、おかげ燈籠などの史跡をめ

ぐります（約６�）。 �時３月１９日�
き ら り

☆希来里１階に９時３０分集合、若江

岩田駅で１２時ごろ解散 ※荒天中止。

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定４０人（抽選） �料３００円 �持飲み物
など �申２月１３日
まで
【くすのき歌声広場】
�時３月１９日�１４時～１６時３０分 �所

くすのきプラザ �対市内在住・在勤（い
ずれか）の方 �定１００人（抽選） �料３００
円 �持飲み物 �申２月１６日�まで

◇ ◇

�申基本事項（９面に掲載）を各申
込期限（必着）までに往復ハガキで

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ ０７２（９６７）６５６５（�
兼用）

生きがい健康づくり講座

�時２月５日�１３時～１６時 �内東大
阪めっちゃ元気な「まち」やねん体

操、血圧・体組成・握力測定、カー

リンコン大会

�所�問夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

荒本障害者センター
リハビリ・身体機能回復教室

荒本障害者センターでは、身体障

害者を対象にしたリハビリ訓練や各

種教室などを行っています。送迎サ

ービスもあります。 �時�内�火曜日
１４時～１５時３０分	理学療法士指導に
よる身体機能の回復・維持の訓練、助

言など �水・金曜日	カラオケや
陶芸などの各種教室で言語や身体機

能の回復をめざす ※教室内容は月

ごとに変わります。材料費が必要な教

室があります。 �対市内在住の２０歳～
６０歳の身体障害者手帳をお持ちの方

�定若干名 ※まずは１６時までに電話

またはファクスでご連絡ください。

�所�申�問荒本障害者センター ０６

（６７８８）７５７７、�０６（６７８２）３７０９

ワ ー ド

WORDの便利技集

�時２月１８日�・２５日�１４時３０分～
１６時３０分（計２日間） �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の高校生以

上の方 �定１２人（抽選） �料３，０００円
�申基本事項（９面に掲載）を２月１０
日�（必着）までにハガキまたはフ
ァクスで

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０
長瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、

�０６（６７２９）９７８７

くらしの情報セミナー
パーソナルカラーで暮らしを豊かに

好きな色と似合う色は違うことが

あります。服やメイクなど、自分に

似合う色を知って毎日の暮らしを豊

かにしましょう。 �時２月２３日�１３時
３０分～１５時３０分 �対市内在住の方
�定４０人（申込先着順） �持手鏡 �申２
月１日�から電話で ※当日は自己

診断シートで、パーソナルカラー分

析を行います。女性はノーメイクま

たは薄めのメイクでお越しください。

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

１日�
１５日�

１５：３０～１６：２０八戸の里公園相撲場西側

１４：１０～１４：５０プレジデント東大阪（岩田町６）

１３：２０～１３：５０角田総合老人センター

３日�
１７日�

１５：２０～１６：００ライオンズマンション（若江東町２）

１４：１０～１４：４０府営東大阪玉串住宅

１３：２０～１４：００玉串西団地集会所前

７日�
２１日�

１５：３０～１６：００メープルコート（島之内１）

１４：１０～１４：４０府営東鴻池第二住宅

１３：２０～１４：００鴻北公園西側

９日�
２３日�１５：１０～１５：５０ＪＡ孔舎衙（日下町６）

１４：００～１４：４０マンハイム石切（日下町４）

３日�
１７日�

１５：１０～１５：４０シャルマンコーポ枚岡公園

１４：１０～１４：４０豊浦公民分館

１３：２０～１３：５０オーク新石切（西石切町７）

２日�
１６日�

１５：１０～１５：５０新池島町児童遊園

１４：００～１４：３０大池公園

１３：２０～１３：５０瓢�山稲荷神社東駐車場

１０日�
２４日�

１５：００～１５：４０桜井児童遊園

１４：００～１４：３０上六万寺児童遊園

１３：２０～１３：４０横小路メイ・トーラス

１４日�
１５：００～１５：４０ダイアパレス横（西石切町２）

１４：００～１４：３０駅前公園（上石切町２）

１３：２０～１３：５０日下町丹波神社西側

１０日�
２４日�

１５：３０～１６：１０五百石公園（御厨東２）

１４：００～１４：３０新家西町第２公園

１３：２０～１３：５０御厨天神社境内

９日�
２３日�

１５：２０～１６：１０稲田公園

１４：２０～１４：５０川俣処理場東側

１３：３０～１４：１０西堤神社境内

７日�
２１日�

１５：４０～１６：２０岸田堂南公園

１４：４０～１５：１０柏田公園

１３：４０～１４：３０金岡公園

１４日�
１５：２０～１６：００新喜多公園

１４：００～１４：４０市営鷺島住宅集会所前

１３：２０～１３：５０市営島町住宅

２日�
１６日�

１５：２０～１６：００はすの広場（近江堂）北側

１４：００～１４：４０大和公園

１３：１０～１３：５０三ノ瀬公民分館

１日�
１５日�

１５：１０～１５：５０府営加納住宅集会所前

１４：１０～１４：５０加納アメリア集会所前

１３：２０～１３：５０春光園（横枕）

８日�
２２日�１５：００～１６：００寺嶋公園

１３：２０～１４：２０東楠風荘公園稲荷神社横

８日�
２２日�

１５：２０～１６：１０イズミヤ若江岩田店

１４：００～１４：４０若江本町北公園

１３：２０～１３：５０花園西町公園

２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののの移移移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動動動図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 のののののののののののののののののののののののののののののののの 移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図 書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
�問移動図書館 ０６（６７２８）０２０２、�０６（６７３０）７３３７

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２９年２月１日



就職につなげよう
若者サポートステーションの講座

【仕事で使えるパソコン講座】
�時�内�２月８日�１０時～１３時�ワ
ード �８日�１３時３０分～１６時３０分
�パワーポイント �１３日�１０時～１５
時�エクセル �定各６人（申込先着
順）

【ビジネスマナーセミナー】
�時２月１５日�１４時～１５時３０分 �定
６人（申込先着順）

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方 �申２
月１日�から電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

東大阪アリーナの教室

【トレーニングルーム登録講習】
�時２月１８日�１５時３０分～１７時、２３日
�１３時３０分～１５時 �対高校生以上の
方 �定各５０人（抽選） �料５００円
�申基本事項（９面に掲載）と性別、
希望日（第２希望まで）を２月５日

�（必着）までに往復ハガキで ※

１人での受講・利用が困難な場合は

事前にお問合せください。

【休館日の確認を】
２月１日�は市制施行５０周年記念
式典のため体育館・プールとも終日

休館、４日�・５日�は水泳大会開
催のため、終日プールの一般利用が

できません。

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

自由の森なるかわ

【アウトドアキッチン】
�時３月１８日� ☆瓢�山稲荷神社
に９時集合、１６時３０分解散。車の方は

現地に１０時３０分集合、１５時解散 �対
２０歳以上の方を含むグループまたは

個人 �定４０人（申込先着順） �料大
人２，０００円、子ども１，０００円 ※昼食付

き。 �持帽子、タオル、飲み物 �申２月
２日�９時から電話で
【スプリングキャンプ】
�時３月２６日�～２８日	（２泊３日）
�対小学生 �定３０人（申込先着順） �内
アウトドアクッキング、森の遊び、ナ

イトプログラム、バンガロー宿泊

�料１万８，０００円 �申２月１日�９時か
ら電話で

◇ ◇

�所�申�問自由の森なるかわ（市立野
外活動センター） ０７２（９８６）１５５１、

�０７２（９８６）１５５０

ファミリー・サポート・センター
普通救命講座

子どもに起こりやすい事故の予防

法と応急手当の方法などを学びます。

万一に備えましょう。 �時２月１６日�
１３時～１６時 �定３０人（申込先着順）
�申基本事項（９面に掲載）を２月１３
日�までに電話で（ファクス、Ｅメ
ール、直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ファミ
リー・サポート・センター ０６（６７８５）

２６２５、�０６（６７８９）５６１１、�famis
apo@heartnet�hoshakyo.org

長瀬人権文化センターの教室

【着物着付教室】
�時２月１３日～３月２７日の月曜日１９
時～２１時（３月２０日を除く計６日間）

�料２，０００円
【料理教室】
豚肉や鶏肉を使った料理を作りま

す。 �時２月１５日～３月１５日の水曜日
１８時３０分～２０時３０分（計５日間）

�料５，０００円
◇ ◇

�対全日程参加できる市内在住の方
�定各１０人（抽選） �申基本事項（９
面に掲載）を２月８日�（必着）ま
でにハガキで（電話、ファクス、直

接も可）

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―４―３ 長

瀬人権文化センター ０６（６７２０）１７０１、

�０６（６７２９）９１７１

五条老人センターの教室

【粘土でちっちゃなお雛さま作り】
�時２月１０日
１３時～１５時 �所五条
老人センター �定１０人（申込先着順）
�料１，３００円 �持手ふき、持ち帰り用袋
�申２月１日�から電話または直接
【花炭と壁掛けを作ろう】
�時２月１７日
１３時３０分～１５時３０分
�所グリーンガーデンひらおか ※当

日、枚岡神社鳥居前から送迎バスあ

り。 �定２０人（申込先着順） �料７００
円 �申２月１日�から電話または直
接

【高齢者レクリエーションボラン
ティア講座】
ボランティア活動としてのレクリ

エーションを学びませんか。 �時２
月２７日�１３時３０分～１５時 �所五条老
人センター �定３０人（申込先着順）
�申２月１日�から電話または直接
【趣味の教室（クラブ活動）】
活動期間は４月から１年間です。

申込多数の場合は抽選。 �所五条老
人センター �内華道、俳句、折り紙、
書道、カラオケ、絵手紙、茶道、フ

ラダンス、ダンス、歌体操、手芸、

新舞踊、民謡、フラワーアレンジメ

ント �申２月１日�～１５日�９時～
１７時に直接（日曜日、祝休日を除く）

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

高井田老人センターの教室＆催し
ま び

【学な美の講座】
�時２月１６日�１３時３０分～１５時３０分
�対市内在住の６０歳以上の方 �定５０人
（申込先着順） �内講話「骨粗しょ
う症について」、気功体操～ゆっくり

としたリズムで呼吸にあわせて �持
５本指の靴下、ヨガマットまたはバ

スタオル、飲み物 �申２月１日�か
ら電話または直接

【趣味の教室（クラブ活動）】
活動期間は４月から１年間です。

申込多数の場合は抽選。 �対市内在
住の６０歳以上の方 �内華道、プリザ
ーブドフラワー、俳句、詩吟、茶道、

書道、水彩画、新舞踊、民謡、謡曲、

手芸、絵手紙、歌体操、カラオケ

�申２月１日�～１５日�に直接（日曜
日、祝休日を除く）

【クラブ活動発表会】
�時�内�２月１７日
９時３０分～１５時

２５分�舞台発表（謡曲、歌体操、カ
ラオケなど） �２２日�１０時～１６時、
２３日�１０時～１５時�作品展示（華道、
写真、俳句など） �２２日�１３時３０分
～１５時３０分�健康相談 �２２日�・２３
日�１１時～１５時�茶席 �２３日�１０時
～１１時３０分・１３時３０分～１５時�福祉
なんでも相談 ※申込不要。

◇ ◇

�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

市では、地域のニーズを具体的

に実現するための制度を審議会で

検討していくにあたり、地域の皆

さんが考える�まち（地域）�とは
何か、地域が今以上に主体的にま

ちづくりをしていくには何が必要

かなどについて考えていただく「地

域協働サミッ

ト」を各地区

で開催し、多

くの方に意見

をいただいて

きました。こ

の地域協働サ

ミットも２月

で終了となります。

２月の開催は表のとおりです。

お住まいの地区にかかわらず誰で

も参加できますので、ぜひお越し

ください（申込不要）。

�問市民協働室 ０６（４３０９）３３１９、

�０６（４３０９）３８１２
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☆いずれも９０分～１２０分程度

弥刀公民分館２１日	１９：００～弥刀地区（第２回）

孔舎衙公民分館１６日�１９：３０～孔舎衙地区（第２回）

四条会館１４日	１９：００～縄手地区（第２回）

新喜多中学校６日�１９：３０～新喜多地区

高井田中学校２日�１９：３０～高井田地区（第２回）

会 場開催日時地区

地域の声や想いを実現する制度を確立

地域協働サミット

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２９年２月１日

mailto:famisapo@heartnet�hoshakyo.org
mailto:famisapo@heartnet�hoshakyo.org
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鴻池家寄贈民具展
昔の道具いろいろ

江戸時代から昭和時代にかけて使

われていた道具類約５０点を乾蔵で展

示します。 �時２月２８日�までの１０時
～１６時（入館は１５時３０分まで。月曜日

は休館） �内電気暖炉、火鉢、かご、
蓄音器、カメラ、古銭、秤など ※

古い農機具は道具蔵で常設展示。

�料一般３００円、小・中学生２００円
�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

旧河澄家の催し

【桃の節句展】
�時２月７日�～３月５日�９時３０
分～１６時３０分（月曜日は休館） ※申

込不要。

【雛飾り作り＆スプリングコンサ
ート】
エコクラフトで小さな雛飾りを作

った後、アンサンブル・ビバーチェ

によるコンサートをお楽しみいただ

きます。 �時２月２６日�１３時～１５時３０
分 �内�定�雛飾り作り�３０人 �コ
ンサート�６０人 ※いずれも申込先

着順。コンサートのみの参加も可。

�申２月１日�９時３０分から電話で
◇ ◇

�所�申�問旧河澄家（日下町７） ０７２
（９８４）１６４０（�兼用）

大人が楽しむおはなし会

�時２月２０日�１０時３０分～１２時 �所
夢広場（布施駅前） �対１５歳以上の
方 �定２５人（当日先着順） �内「山
の上の火」「明かりをくれ�」「二人
の前世」など

�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�
０７２（９６５）９２１２

ボランティア・市民活動センター
東大阪ふれあい夢フェスティバル

子どもから大人まで、障害の壁を

超えた交流をみんなで楽しみません

か。 �時２月２６日�１１時～１５時 �定
５０人（申込先着順） �内縁日ゲーム、
軽食 �申基本事項（９面に掲載）を
２月１日�～１５日�に電話で（ファ
クス、直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ボラン
ティア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

グリーンパルの催し＆教室

【グリーンパル・フェスタ】
�時２月１２日�１０時～１６時 �内吹奏
楽、カラオケ、コーラス、二胡、大

正琴、フォークダンス、新舞踊、民

舞など ※申込不要。

【健康講座～生活習慣病予防】
�時２月１５日�１３時３０分～１５時３０分
�定４０人（抽選） �持室内用シューズ、
飲み物 �申２月１０日�まで
【健康料理教室】
�時３月５日�１０時３０分～１３時３０分
�定１６人（抽選） �内キャベツを使っ
たキッシュ・じゃこサラダ・豚汁、

ヨーグルトチーズケーキなど �料
１，０００円 �持エプロン、三角巾 �申
２月１７日�まで

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �申基本事項（９面に掲載）を各
申込期限（必着）までに往復ハガキ

で

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４４）

２７４８（�兼用）

ドリーム２１の催し＆教室

【星をみる会】
�時２月１１日	１８時３０分～２０時 ※

雨天・曇天時は中止（当日１６時以降

にお問合せください）。小学生以下は

保護者同伴。申込不要。

【星空のコンサート】
プラネタリウ

ムで、増田いず

みさん（歌唱・写

真）と山口彩菜

さんによる音楽

をお楽しみくだ

さい。 �時�内３
月５日��１１時～１１時５０分�リトミ
ックで遊ぼう♪おほしさまのうた

�１４時～１４時５０分�銀河鉄道の夜～
星めぐりの歌 �定各２００人 �料�中学
生以下�５００円（前売４００円） �高校
生以上�２，０００円（前売１，６００円） ※

電話予約可。

【ドリーム２１児童劇団「FRAP
TRIP」団員募集】
�時第１・３土曜日１３時３０分～１６時

３０分 �対小学校新３年生～高校生
�料月３，０００円 ※３月４日
にオーデ
ィションあり。

【バイオリン教室（４月から）】
�時第１・３土曜日１０時～１１時 �対
小学校新３年生～新６年生 �定１２人
（抽選） �料月１，０００円
【ハンドベル教室（４月から）】
�時第２・４日曜日１０時～１２時 �対
小学校新３年生～新６年生 �定１５人
（抽選） �料月１，０００円

◇ ◇

�申基本事項（９面に掲載）と学校
名、学年を２月１２日�（必着）まで
にハガキで（１人１枚。Ｅメール、

直接も可） ※児童劇団員の応募者

は身長、体重、志望動機（２００字以内）

も記入。

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�info@dream21.hi
gashiosaka.osaka.jp

税理士による税務相談

�時２月８日�・２２日�９時～１２時
（１人３０分） �所市役所本庁舎１階
相談室 �定各１０人（当日先着順）
�内新規開業、相続、贈与 ※近畿税理

士会東大阪支部（永和２）では、平日

午後に常設相談会を実施しています。

�問�近畿税理士会東大阪支部 ０６

（６７２５）７７０８、�０６（６７２２）２１７０ �税
制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６（４３０９）３８１０

不動産・建物の相談

【不動産相談】
土地、建物など、あらゆる相談に

専門家が直接応じます。 �時２月１０
日�１０時～１２時
【建築士による相談】
�時２月２１日�１３時～１６時 �内住宅
の設計やリフォーム、耐震、欠陥住

宅など

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室 ※い

ずれも当日先着順。

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�
０６（４３０９）３８３４

ひとり親家庭のための
出張就業相談

求人情報の提供やハローワークへ

の紹介、履歴書の書き方などのアド

バイスをします。 �時２月１６日�１０時
～１６時 �所イコーラム（男女共同参
画センター） �対市内在住のひとり
親家庭の母・父、寡婦 �定５人（申
込先着順） ※１歳６か月～就学前

幼児の保育あり（定員あり。１人２００

円。２月７日�までに要予約）。
�申２月１日�から電話で
�申�問母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）
３７９６

�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

特設人権相談

�時�所�２月９日��総合福祉セン
ター �１６日��夢広場（布施駅前）
☆いずれも１４時～１６時

�問�市社会福祉協議会内人権擁護
委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）
２９２４ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

悩みを解決しませんか
司法・行政書士による相談

【司法書士による相談】
�時２月５日�１３時～１６時 �所クレ
アホール・ふせ（足代北２） �内相
続・遺言など

�問大阪司法書士会 ０６（６９４１）５３５１、

�０６（６９４１）７７６７
【行政書士による相談】
�時２月７日�１３時～１６時（受付は１５
時３０分まで） �所市役所本庁舎１階
相談室 �内遺言、相続、内容証明や
各種契約書の作成、建設業などの許

認可申請、会社設立、外国人の帰化

など

◇ ◇

※いずれも当日先着順。

�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

平成２８年中に大阪府内で発生した「振
り込め詐欺」などの特殊詐欺の被害金額
は５０億円を超えています。被害に遭わな
いように、充分注意しましょう。

ひ と ごと

他人事じゃない！
市内で振り込め詐欺被害急増中�

大阪府最低賃金が改定
使用者も労働者も必ずチェックを

※平成２８年１１月３０日をもって全て発効済みです。
※各種商品小売業の最低賃金は平成２６年に廃止
されました。

８８４円自動車小売業

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

８８５円非鉄金属製造関連産業

８８５円
電気機械器具
製造関連産業

８９２円自動車・同附属品製造業

８９４円
機械・金属製品
製造関連産業

９０８円鉄鋼業

９１２円塗料製造業

８８３円大阪府最低賃金

時間額件 名

最低賃金は賃金や物価の動向な

どに応じて改定されます。現在の

時間額は表のとおりです。

最低賃金制度は、国が賃金の最

低限度を定め、使用者はその金額

以上の賃金を労働者に支払わ

なければならないとする制度

です。府内の全ての労働者を

対象とする「大阪府最低賃金」

と特定の産業の労働者を対象

とする「特定（産業別）最低

賃金」があり、それぞれ原則

として臨時・パート・アルバ

イト・派遣などを含む全ての

労働者に適用されます。 ※

詳しくは大阪労働局ウェブサ

イトをご覧いただくか、お問

合せください。

�問�大阪労働局賃金課 ０６（６９４９）

６５０２、�０６（６９４９）６０３４ �労働雇
用政策室 ０６（４３０９）３１７８、�０６
（４３０９）３８４６

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２９年２月１日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています

mailto:info@dream21.higashiosaka.osaka.jp
mailto:info@dream21.higashiosaka.osaka.jp
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昭和４２年（１９６７年）２月１日、布施市・河内市・枚岡市の３市が

合併して誕生した東大阪市は、今年で５０周年を迎えました。
これを記念して、京都大学�ＰＳ細胞研究所所長で本市名誉市民

の山中伸弥さんやラグビー元日本代表選手の元木由記雄さんら本市
にゆかりのある方たちに、東大阪市で過ごした思い出やこれからの
東大阪市に寄せる期待などについて、お聞きしました。

京都大学ｉＰＳ細胞研究所所長・

本市名誉市民（平成２５年７月贈呈）

上から、三市合併の協定調印式（昭
和４１年８月）、東大阪市の誕生を告げ
る宣伝カー（昭和４２年２月）、八戸ノ里
プール（昭和４３年８月）、近鉄東大阪
線生駒トンネル貫通（昭和６１年１月）、
念願だった総合庁舎の竣工式（平成
１５年３月）、ラグビーワールドカップ
２０１９日本大会の開催会場の１つに花
園が選ばれた瞬間（平成２７年３月）

幼
少
期
を
過
ご
し
た
東
大

阪
市
で
の
思
い
出
や
東
大

阪
市
へ
の
印
象

私
は
小
学
３
年
ま
で
東

大
阪
市
に
い
ま
し
た
。
石

切
神
社
が
家
か
ら
近
く
、

よ
く
遊
ん
で
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
当
時
は
、

東
大
阪
市
が
誕
生
し
て
間

も
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ち
な
み
が

今
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
身
近
に
自
然
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。

東
大
阪
市
は
私
の
か
け
が

え
の
な
い
ふ
る
さ
と
で
す
。

世
界
に
誇
る
高
い
技
術

力
を
も
つ
町
工
場
は
東
大

阪
市
の
強
み
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
大
学
在
学

中
の
３
年
間
、
私
自
身
も

ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
親
し
み
が
あ
り

ま
す
。
当
時
、
帰
省
す
る

と
自
転
車
で
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
ま
で
行
き
、
最
前
列

で
観
戦
し
て
い
た
こ
と
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

モ
ノ
づ
く
り
か
ら
学
ん
だ

こ
と
〜
町
工
場
を
営
ん
で

い
た
実
家
を
通
し
て

東
大
阪
市
に
住
ん
で
い

た
こ
ろ
は
、
父
が
営
む
町

工
場
と
同
じ
敷
地
に
住
居

が
あ
り
ま
し
た
。
生
ま
れ

た
こ
ろ
か
ら
職
人
さ
ん
た

ち
の
作
業
を
間
近
で
見
て

い
ま
し
た
。
日
々
試
行
錯

誤
を
重
ね
、努
力
す
る�
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
�
の
精
神

は
、
私
の
魂
に
息
づ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
臨
床

医
を
志
し
て
い
た
こ
ろ
は
、

整
形
外
科
を
選
択
し
、モ
ノ

づ
く
り
に
没
頭
す
る
父
の

姿
を
連
想
し
て
い
ま
し
た
。

東
大
阪
の
モ
ノ
づ
く
り
と

山
中
さ
ん
の
研
究
と
の
連
携

東
大
阪
市
に
存
在
す
る

い
ろ
い
ろ
な
技
術
と
私
た

ち
研
究
者
が
交
流
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感

じ
ま
す
。そ
ん
な
中
か
ら
、

新
し
い
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
、

今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
未
来
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

ふ

る

さ

と

私
た
ち
を
育
て
た
郷
土

さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う

今も魂に息づくモノづくりのこころ

山中伸弥さん（５４歳）

市制施行５０周年記念特集

保
存
版
２
面
に
つ
づ
く

（１）保 存 版
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東大阪市の市制施行５０周年を記念して、これまでの歴史
を振り返るとともに、新たな５０年に向けたスタートとなる
よう願いを込めて、本市にゆかりのあるいろいろな方に東
大阪市への思いなどをうかがいました。ラグビーの�聖地�といえば花園で

す。花園ラグビー場は、昭和３８年の第

４２回大会から全国高校ラグビー大会の

会場として定着しています。

花園ラグビー場は、昭和３年に秩父

宮殿下が橿原神宮（奈良県）ご参拝の

ため大阪電氣軌道�（現在の近畿日本
鉄道�）の電車を利用されたとき、同
社の役員に「沿線にはずいぶん空地が

多いじゃないか。このあたりにラグビ

ー場をつくってはどうか」と話されたこ

とをきっかけに、昭和４年、同社が建

てた日本初のラグビー専用スタジアム

です。

当時、ラグビー場の建設は国内に例

を見なかったことからイギリスのトゥ

イッケナム・スタジアムからサイズを

とり、周囲各９ｍの余地を設け、縦横

１００分の１の勾配をつくって水はけをよ

くし、全面に高麗芝を植えました。ち

なみに当初、シャワールームは両チー

ムの選手らで１つを共用していました

（ノーサイドの精神からという説があ

ります）。

その後、平成４年の改修で、それま

での１万２，０００人から３万人を収容でき

る現在の姿へと生まれ変わり、平成２７

年からは、近鉄から建物の無償譲渡を

受けて東大阪市が所有することとなり

ました。

ところで花園ラグビー場は、昭和２８年

～平成３年の間、第１グラウンドがゴル

フ練習場として使用されていました（写

真下）。また、さだまさしさんやきゃりー

ぱみゅぱみゅさんらアーティストがコ

ンサート会場として使用するなど、花園

ラグビー場は

ラグビー、ス

ポーツにとど

まらず、幅広

い活躍を見せ

ています。

今
行
っ
て
い
る
研
究
や
活

動
主
に
３
つ
の
拠
点
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
総
勢
５
０

０
人
も
の
メ
ン
バ
ー
を
抱

え
る
京
都
大
学
�
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
所
、
２
つ
目
は
企

業
と
の
共
同
開
発
を
進
め

て
い
る
湘
南
の
研
究
所
、

そ
し
て
３
つ
目
が
自
分
自

身
の
研
究
を
行
う
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
研
究
所
で

す
。
３
つ
の
場
所
を
行
き

来
し
な
が
ら
、
終
わ
り
の

な
い
新
し
い
技
術
開
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
合
間
を
縫
っ
て
、

マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
も
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
京
都
マ

ラ
ソ
ン
で
は
３
時
間
４４
分

と
い
う
自
己
ベ
ス
ト
が
出

せ
た
の
で
、
さ
ら
に
１
分

で
も
縮
め
る
べ
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
続
け
た
い
で

す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
花
園
開
催
へ
の
期
待
や

思
い

�
聖
地
�
花
園
で

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
催
が
決

ま
っ
て
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。
わ
く
わ

く
し
ま
す
ね
。
近
く

に
住
ん
で
い
る
と

「
い
つ
で
も
行
け
る
」

と
思
っ
て
し
ま
い
、
な
か

な
か
見
に
行
く
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

晴
れ
舞
台
は
ぜ
ひ
応
援
に

行
き
た
い
で
す
。

５０
周
年
を
迎
え
た
東
大
阪

市
へ
の
期
待

３
市
が
合
併
し
て
、
し

ば
ら
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市

の
特
徴
が
残
っ
て
い
た
印

象
で
す
が
、
５０
年
の
歳
月

を
経
て
ひ
と
つ
の
立
派
な

市
に
成
長
し
た
な
と
思
い

ま
す
。
そ
の
間
に
は
、
多

く
の
方
々
の
ご
尽
力
が
あ

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
も
ラ
グ
ビ
ー

も
大
切
な
市
の
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
も
っ

て
１
０
０
年
、
２
０
０
年

と
伝
え
継
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

大
阪
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
る

都
市
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

東
大
阪
市
も
国
際
都
市
と

し
て
発
展
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
夢
や
抱
負

目
標
は
、
�
Ｐ
Ｓ
細
胞

と
い
う
技
術
で
今
は
治
せ

な
い
病
気
の
患
者
さ
ん
を

何
十
年
後
か
に
治
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

私
の
父
は
、
私
が
２５
歳

の
と
き
に
当
時
の
医
療
技

術
で
は
治
せ
な
か
っ
た
病

気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

３０
年
近
く
経
っ
た
今
で
は

治
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
、
時
間

は
か
か
り
ま
す
が
、
一
つ

ひ
と
つ
克
服
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

東
大
阪
市
で
育
ち
、
ず

っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
で
、

町
工
場
の
力
や
魅
力
あ
る

ま
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
が
見

本
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
生
き
方
の

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
見
て

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

東
大
阪
市
に
は
す
ば
ら

し
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
材
が

登
場
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

東
大
阪
市
で
生
ま
れ
、
英
田
中
学
校
で
ラ
グ
ビ
ー

と
出
会
い
、
日
本
代
表
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
４
度
の
出
場
を
果
た
し
た
元
木
由
記
雄
さ

ん
に
、
花
園
の
思
い
出
や
ラ
グ
ビ
ー
に
懸
け
る
熱
意

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い

中
学
校
に
入
学
し
た
と

き
に
、
ク
ラ
ブ
は
テ
ニ
ス

部
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー

部
の
先
輩
方
が
門
の
と
こ

ろ
で
待
っ
て
い
て
、
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
部
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
強
く
な

り
た
か
っ
た
の
で
、
学
校

か
ら
帰
っ
て
ご
は
ん
を
食

べ
た
後
、
み
ん
な
で
自
主

的
に
集
ま
っ
て
、
競
争
し

な
が
ら
枚
岡
神
社
の
急
な

坂
道
を
駆
け
上
が
り
、
神

社
の
境
内
で
何
度
も
腕
立

て
を
す
る
、
と
い
う
よ
う

な
練
習
を
毎
日
し
て
い
ま

し
た
。
今
の
よ
う
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
設
備
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
自
然

の
中
で
強
い
体
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。

こ
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で
出

会
っ
た
恩
師
や
仲
間
た
ち

か
ら
、
一
人
で
は
た
い
し

た
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
仲
間
と
な
ら
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

花
園
の
思
い
出

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
て
す
ぐ

に
社
会
人
の
試
合
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
自
分
自
身

の
試
合
で
は
、
中
学
３
年

の
と
き
に
大
阪
選
抜
に
選

ば
れ
て
憧
れ
の
第
１
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
試
合
を
し
ま
し

た
。
芝
の
緑
が
す
ご
く
き

れ
い
だ
な
っ
て
思
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

高
校
２
年
の
と
き
に
は
、

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会

の
決
勝
で
両
校
優
勝
の
高

校
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
と
き
の
や
り
遂
げ
た

充
実
感
は
今
で
も
仲
間
と

振
り
返
り
ま
す
。

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
は
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
大
好
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
日
本
大
会
の

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
本

当
に
す
ご
い
大
会
。
他
の

国
際
大
会
と
は
違
い
、
全

て
の
国
が
ベ
ス
ト
メ
ン
バ

ー
で
全
力
・
本
気
で
向
か

っ
て
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
大
会
で
の
日
本
代
表

の
活
躍
に
よ
り
、
日
本
が

世
界
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
注
目
度
も
高

ま
り
ま
し
た
。

２
年
後
こ
の
日
本
に
、

そ
し
て
花
園
に
世
界
の
強

豪
国
が
や
っ
て
く
る
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
を
機
に
、
ラ
グ
ビ
ー
を

応
援
す
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年

は
ぜ
ひ
、
東
大
阪
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
す
ば
ら

し
い
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

５０
周
年
を
迎
え
た
「
ラ
グ

ビ
ー
の
ま
ち
」
へ
の
思
い

自
分
自
身
が
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
の
あ
る
ま
ち
で
生

ま
れ
育
ち
、
そ
こ
で
ラ
グ

ビ
ー
と
出
会
え
た
こ
と
も

あ
り
、
日
本
中
・
世
界
中

に
名
の
知
れ
た
花
園
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

東
大
阪
に
は
、
世
界
に

誇
る
技
術
を
も
っ
た
モ
ノ

づ
く
り
や
ラ
グ
ビ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と

い
っ
た
良
さ
を
活
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
活

躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

京
都
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
山
中
さ
ん

佐
藤
史
織
さ
ん

中
学
校
卒
業
ま
で
を

東
大
阪
市
で
過
ご
し
、

現
在
は
山
梨
学
院
大
学

の
柔
道
部
で
活
躍
中
。

私
は
、
小
学
２
年
の

と
き
に
柔
道
と
出
会
い

ま
し
た
。
中
学
３
年
の

と
き
に
全
国
大
会
で
３

位
に
な
れ
た
こ
と
が
、

東
大
阪
市
で
過
ご
し
た

中
で
一
番
の
思
い
出
で

す
。
こ
ん
な
に
も
打
ち

込
め
た
の
は
、
東
大
阪

市
で
た
く
さ
ん
の
友
達

や
先
生
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
中
学
時
代
、
ら

く
ら
く
登
山
道
で
走
り

込
み
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
よ
く
し
て
い
た

こ
と
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

東
大
阪
市
は
ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
と
し
て
有
名

で
す
が
、
私
も
兄
が
ラ

グ
ビ
ー
を
し
て
い
た
の

で
、
小
さ
い
こ
ろ
よ
く

試
合
の
応
援
に
行
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
東
大
阪
市
で

た
く
さ
ん
の
や
さ
し
い

人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
育

ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
東
大
阪
市
も
、
お
年

寄
り
や
子
ど
も
た
ち
に

や
さ
し
い
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

今
、
私
は
大
学
の
柔

道
部
で
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
め
ざ
し
て
毎
日

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
て
い
る
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

原
匠
さ
ん

高
校
卒
業
ま
で
を
東

大
阪
市
で
過
ご
し
、
現

在
は
慶
應
義
塾
大
学
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

で
活
躍
中
。

東
大
阪
市
で
は
、
友

達
と
遊
び
、
部
活
動
に

励
む
中
で
、
仲
間
や
先

生
方
と
の
か
け
が
え
の

な
い
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
試
合
会
場
と
し

て
何
度
も
足
を
運
ん
だ

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
も
思

い
出
深
い
場
所
で
す
。

私
は
、
幼
稚
園
の
こ

ろ
か
ら
８
年
間
ラ
グ
ビ

ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

始
め
は
痛
い
の
が
嫌
で

泣
き
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん

夢
中
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を
通

し
て
、
精
神
的
に
も
強

く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
入
学
時
に
ラ
グ

ビ
ー
部
と
迷
い
に
迷
っ

て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
を
選
択
し
ま
し
た
。

大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
は
、
当
初

は
練
習
に
す
ら
入
れ
て

も
ら
え
ず
、
初
め
て
の

挫
折
を
味
わ
い
ま
し
た
。

今
の
夢
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
学
生
日
本

一
に
な
っ
て
、両
親
の
喜

ぶ
顔
を
見
る
こ
と
で
す
。

今
住
ん
で
い
る
神
奈

川
県
で
も
、
東
大
阪
の

�
花
園
��
ラ
グ
ビ
ー
�は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
大
阪
市
に
は
、ラ
グ
ビ

ー
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

る
先
導
的
な
市
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
成
人
祭
で
新
成
人
代
表
と
し
て
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
た
２
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

大
学
時
代
の
元
木
さ
ん（
中
央
）

東大阪は、製造業事業所数全

国５位、全国主要都市別事業所

密度全国１位を誇る日本を代表

するモノづくりのまちです。こ

の東大阪のモノづくりはどのよ

うな歴史を歩んできたのでしょ

うか。東大阪のモノづくりの源流

をつくったとされる「鋳物工業」

「伸線業」「木綿産業」の起こり

は、江戸時代にまで遡ります。

鋳物工業は、そもそも南河内

で発展を遂げ、布施に伝えられ

たとされています。当初は農工

具や鍋・釜などの鋳造が行われ、

第一次世界大戦を契機に造船や

機械など軍需産業の部品生産、

また切削・研磨といった加工業

が発達しました。

伸線業は、特に豊浦谷・額田

谷を中心に水車による伸線工場

が集中して立地するようになり、

当地が伸線のメッカとなりまし

た。伸線は、針金や金網に始ま

り、のちにボルトやナットなど

の線材二次産業分野へと発展を

遂げました。

木綿産業は、大和川の付替え

（１７０４年）による跡地が綿作農業

の一大産地を形成しました。さ

らに明治時代、近代紡績工業に

よる安価な製品との競争に敗れ

て職を失った人たちが内職で歯

ブラシの植毛やボタンの穴開け

加工を始めるなどして、新たな

興業への分化につながりました。

東大阪市は、西日本経済の中

心地・大阪市に隣接しているこ

とから、工場拡張や独立開業の

際の適地となり、高度成長期に

モノづくり企業が爆発的に増え

ました。現在、市内企業の製品

がバラエティに富み、何でもつ

くれる「モノづくりのまち」と

呼ばれているのは、時代の変化

に柔軟に対応しながら、さまざ

まな業種・業態に転換してきた

歴史的変遷があるからです。

昭
和
４２
年
に
東
大
阪
市

内
に
設
立
さ
れ
た
大
昭
和

精
機
�
の
代
表
取
締
役
会

長
・
北
口
良
一
さ
ん
に
、

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東
大

阪
の
歴
史
や
未
来
に
向
け

た
取
組
み
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

市
内
で
会
社
を
立
ち
上
げ

た
き
っ
か
け

５０
年
前
に
自
分
た
ち
の

力
で
世
の
中
を
変
え
よ
う
、

良
い
商
品
を
つ
く
ろ
う
と

思
い
立
ち
、
創
業
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
何
で
も
揃

っ
て
い
て
、
物
資
の
輸
送

に
も
便
利
な
東
大
阪
は
、

モ
ノ
づ
く
り
を
す
る
に
は

条
件
的
に
す
ご
く
い
い
場

所
で
し
た
。

昭
和
４２
年
当
時
の
市
の
モ

ノ
づ
く
り

日
本
の
産
業
の
中
で
伸

線
業
が
と
て
も
さ
か
ん
な

時
代
で
し
た
。
当
時
か
ら

東
大
阪
は
針
や
ボ
ル
ト
、

ナ
ッ
ト
な
ど
の
生
産
を
得

意
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ミ
シ
ン
や
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
な
ど
東
大
阪
の
電

機
産
業
が
ど
ん
ど
ん
さ
か

ん
に
な
っ
て
い
っ
た
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
。

５０
年
の
移
り
変
わ
り
の
中

で
会
社
が
発
展
し
た
ポ
イ

ン
ト良

い
社
員
に
恵
ま
れ
た

こ
と
、
社
会
の
流
れ
の
チ

ャ
ン
ス
に
乗
れ
た
こ
と
が

会
社
の
成
長
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

創
業
当
時
は
５
人
程
度

だ
っ
た
従
業
員
も
、
現
在

は
お
よ
そ
８
５
０
人
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
機
械
が

汎
用
機
時
代
か
ら
Ｎ
Ｃ
機

（
数
値
制
御
の
工
作
機
械
）

時
代
に
な
っ
た
こ
と
や
無

人
化
し
た
こ
と
も
発
展
の

要
素
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

市
内
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

未
来
に
向
け
た
取
組
み

こ
れ
か
ら
東
大
阪
が
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
世
界
へ
と
目
を

向
け
て
い
く
こ
と
、
子
ど

も
た
ち
に
モ
ノ
づ
く
り
へ

の
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

我
が
社
で
は
、
ツ
ー
リ

ン
グ
（
ド
リ
ル
な
ど
の
切

削
工
具
を
工
作
機
械
に
取

り
付
け
る
た
め
の
部
品
）

の
開
発
を
通
じ
て
、
海
外

へ
も
モ
ノ
づ
く
り
技
術
を

発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
向
け
の
工
場
見
学

や
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
う
な
ど
し
て
、

モ
ノ
づ
く
り
へ
の
興
味
を

高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

５０
周
年
を
迎
え
た
東
大
阪

市
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
９
年
に
は
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
行
わ
れ
る
の
で
、
海
外

の
人
が
た
く
さ
ん
東
大
阪

に
訪
れ
ま
す
。
訪
れ
た
人

た
ち
に
は
ぜ
ひ
、
モ
ノ
づ

く
り
の
ま
ち
東
大
阪
を
感

じ
て
ほ
し
い
で
す
。
東
大

阪
か
ら
世
界
へ
と
、
モ
ノ

づ
く
り
と
東
大
阪
が
と
も

に
歩
み
、
世
界
を
リ
ー
ド

し
な
が
ら
さ
ら
な
る
発
展

を
し
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。

創
業
当
時
の
開
発
会
議

（
中
央
�
北
口
さ
ん
）

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
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「モノづくりのまち」と言わしめる、その理由

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長
・

本
市
名
誉
市
民（
平
成
２５
年
７
月
贈
呈
）

山
中
伸
弥
さ
ん
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半世紀の歴史とともに、未来へ
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「ラグビーのまち」

花園ラグビー場の歴史をひもとく
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北口良一さん（７９歳）大昭和精機�代表取締役会長
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５０万人目の市民として誕生
した赤ちゃんのもとへは当
時の辰巳市長が訪れ、祝福
しました。

初めてのふれあい祭りでは、
２，２００人がパレードを展開し、
１０万人が訪れ�河内っこ�の
雰囲気を楽しみました。

市のマスコットキャラクター「ト
ライくん」は、年末年始の全国高
校ラグビー大会をはじめ、さまざ
まなイベントに参加して、ラグビ
ーのまち東大阪のＰＲ活動をして
います。

東大阪市出身の音楽プロ
デューサー・つんく♂さ
ん（中央）が作曲し、詞
を全国公募してつくられ
た市のイメージソングが
大々的に披露されました。

まいど１号

ラグビーボールと人工衛星「まいど
１号」のイラストの入った原動機付
自転車などのオリジナルナンバープ
レート。

「東大阪市」市名の由来

「東大阪市」という呼び名は、三市合併以前から市民に親しみをもって呼

称されてきたものであり、将来この新しい市がこの地域の中核都市として発展

するにふさわしい名称であるとして、合併前の昭和４１年８月に決定しました。

２月 東大阪市が誕生

４月 市民会館が完成
７月 市の人口が５０万人を突破

９月 上野義雄氏に初の名誉市民の称号を贈る
３月 府道築港枚岡線が開通
１２月 郷土博物館が完成
１月 水道局庁舎が完成
１１月 第１回市民会議を開催
３月 近畿自動車道が東大阪市まで開通
６月 近鉄布施駅周辺の高架化工事が完

了（写真右）
５月 第１回市民ふれあい祭りを開催

１０月 総合計画基本構想が決定
４月 枚岡・布施保健所が府から移管され、東・西保健所となる
４月 中保健所がオープン

第１回植樹祭を開催
５月 消費生活センター・中小企業指導センターがオープン
４月 市立小学校で月１回の米飯給食がスタート
１１月 平和都市宣言と青少年健全育成都市宣言を行う
１０月 長田～生駒間を結ぶ近鉄東大阪線が開通
３月 「ラグビーのまち」を表明
２月 第１回中学生ラグビー大会を開

催（写真右）
５月 「ラグビーのまち東大阪」のマ

スコットキャラクターを「トラ
イくん」に決定

６月 花園図書館がオープン
４月 ７か所の行政サービスセンター

で窓口業務がスタート（写真右）
４月 総合体育館「東大阪アリーナ」

がオープン
３月 ２月に亡くなった司馬�太郎氏

に名誉市民の称号を贈る

４月 第二阪奈有料道路が開通
５月 第１回全国中小企業都市サミットを東大阪市で開催
９月 国史跡・重要文化財鴻池新田会所の一般公開が始まる
１１月 市民美術センターがオープン
５月 市立総合病院がオープン
１１月 司馬�太郎記念館がオープン
３月 総合庁舎が竣工
５月 総合庁舎へ移転、新庁舎で業務開始
２月 東京で初の産業展「もうかりメッセ東大阪」を開催
５月 塩川正十郎氏に名誉市民の称号を贈る
１月 全国高校ラグビー大会に「東大

阪市賞」を創設（写真右）
４月 中核市に移行
１１月 キキョウ・フェスタで市のイメ

ージソング「東大阪めっちゃ元
気な『まち』やねん」を初披露

４月 全国初の消費者憲章を制定
花園中央公園野球場「花園セントラルスタジアム」がオープン

３月 JRおおさか東線が開通
４月 消防総合庁舎および防災学習センターがオープン
１月 人工衛星「まいど１号」の打ち上げに成功（写真下）

３月 阪神なんば線が開通
１０月 歌手の中村美律子さんを本市初の観光大使に任命
６月 クールビズにあわせ市職員がラガーシャツの着用を開始
１月 東大阪カレーパン会が発足
９月 ご当地ナンバープレートの交付を開始

７月 山中伸弥氏に名誉市民の称号を贈る
８月 市民公募によるラガーシャツデザインが決まる
９月 近鉄奈良線布施駅～東花園駅間で上下線とも高架上で運行開

始
３月 ラグビーワールドカップ２０１９日本大会の開催地に市花園ラグビ

ー場が選ばれる

４月 「東大阪市花園ラグビー場」として供用開始（写真上）
「花園ラグビー場みらい魅力活性化委員会」が発足

８月 井山裕太氏に名誉市民の称号を贈る
１０月 市立総合病院が地方独立行政法人市立東大阪医療センターに

移行
東大阪版DMＯ「東大阪ツーリズム振興機構」が発足
関西ワールドマスターズゲームズ２０２１のラグビー競技会場に市
花園ラグビー場が決定

平成９年

平成１０年
平成１３年
平成１５年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成２０年

平成２１年

平成２２年
平成２３年

平成２５年

平成２６年

平成２７年

平成２８年

昭和４２年

昭和４４年

昭和４５年
昭和４７年
昭和４９年
昭和５０年
昭和５１年
昭和５２年

昭和５３年

昭和５８年
昭和５９年

昭和６０年

昭和６１年
平成３年
平成４年

平成５年

平成７年

平成８年

５０年のあゆみ
東大阪市
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